
Pa
ge

 N
o.

1 
of

 3
0 

JA
PA

N
 IN

T
E

R
N

A
T

IO
N

A
L

 C
O

O
PE

R
A

T
IO

N
 A

G
E

N
C

Y
 

(J
IC

A
)  

Pl
an

 O
rg

an
iz

at
io

n 
: 

 

PR
O

JE
C

T
 N

A
M

E
: 

R
ef

. N
o.

 : 
 

Is
su

e 
D

at
e 

: 
 

M
as

te
r P

la
n 

St
ud

y 
of

 th
e 

D
ev

el
op

m
en

t o
f P

ow
er

 G
en

er
at

io
n 

an
d 

Tr
an

sm
is

si
on

 S
ys

te
m

 in
 S

ri 
La

nk
a 

 
Q

U
E

ST
IO

N
N

A
IR

E
/ 

IN
FO

R
M

A
T

IO
N

 R
E

Q
U

IR
E

D
 

R
ev

is
io

n 
D

at
e 

: 
 

 

 

I. 
T

o 
M

FP
, E

R
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R
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R
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(1
) 

R
ec

en
t e

co
no

m
ic

 si
tu

at
io

n 
of

 S
ri 

La
nk

a 
(2

) 
R

ec
en

t f
is

ca
l/f

in
an

ci
al

 st
at

us
 o

f G
ov

er
nm

en
t 

ス
リ
ラ
ン
カ
の
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
は
、
2
0
0
2
年
現
在
で
1
兆
5
,
7
0
0
億
ル
ピ
ー
（
1
6
4
億

U
S
ド
ル
）
で
あ
っ
た
1
。
経
済
成
長
率
は
2
0
0
0
年
に
6
％
で
あ
っ
た
が
、
2
0
0
1
年
に
は
－
1
.
5
％

を
記
録
し
て
い
る
。
経
済
的
な
冷
え
込
み
の
大
き
な
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
20
01

年
7
月
の
K
a
t
u
n
a
y
a
k
e
国
際
空
港
に
お
け
る
テ
ロ
事
件
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
9
.
1
1
テ
ロ

事
件
で
あ
っ
た
。
2
0
0
2
年
の
実
質
経
済
成
長
率
は
4
.
0
％
（
見
込
み
）
で
和
平
プ
ロ
セ
ス
の

前
進
が
経
済
的
に
も
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
2
0
0
2
年
下
半
期
に
は
旱
魃
も
改
善

し
、
農
業
生
産
量
は
上
昇
、
水
力
発
電
所
に
よ
る
発
電
も
復
旧
し
、
電
力
不
足
が
回
避
さ
れ

た
。
2
 

 ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
の
財
政
は
､
こ
こ
数
年
赤
字
を
計
上
し
て
い
る
。
1
9
9
9
年
に
は
8
3
3
億
ル

ピ
ー
、
2
0
0
0
年
に
は
1
,
2
4
5
億
ル
ピ
ー
、
2
0
0
1
年
は
1
5
2
2
億
ル
ピ
ー
、
2
0
0
2
年
も
1
4
1
1

億
ル
ピ
ー
(
予
測
)
の
赤
字
を
計
上
し
た
3
。
こ
れ
ら
の
赤
字
は
、
諸
外
国
お
よ
び
国
内
の
金
融

市
場
か
ら
の
借
入
金
と
外
国
か
ら
の
補
助
金
に
よ
っ
て
補
填
さ
れ
て
い
る
。
財
政
赤
字
の
対

G
DP
比
は
2
00
0
年
で
9.
9%
、
2
0
0
1
年
は
10
.
8
％
と
悪
化
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
20
0
2
年
は
8
.
9
％
 

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
借
入
金
の
対
G
D
P
比
も
1
9
9
7
年
に
8
5
.
8
％
と
最
低

水
準
に
な
っ
た
が
、
2
0
0
2
年
に
は
再
び
上
昇
し
て
、
1
0
5
.
3
％
と
な
っ
て
い
る
4
。
 

 

   

1 

(3
) 

R
ec

en
t s

itu
at

io
ns

 o
f m

ul
ti-

la
te

ra
l a

id
 a

ge
nc

ie
s (

W
or

ld
 

B
an

k,
 A

D
B

, I
M

F,
 U

N
D

P,
 IF

C
, e

tc
), 

th
ei

r p
ow

er
/e

ne
rg

y 
se

ct
or

 in
vo

lv
em

en
ts

, r
ec

om
m

en
da

tio
ns

 m
ad

e 
by

 th
es

e 
ag

en
ci

es
, a

nd
 h

ow
 th

e 
go

ve
rn

m
en

t e
va

lu
at

es
 th

e 
re

co
m

m
en

da
tio

ns
. 

(
a
)
 
W
B
 

世
銀
は
E
c
o
n
o
m
i
c
 R
e
f
o
r
m
 T
e
c
h
n
i
c
a
l
 A
s
s
i
s
t
a
n
c
e
 P
r
o
j
e
c
t
 を
実
施
し
、
電
力
、

水
、
道
路
な
ど
の
基
本
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
、
T
e
c
h
n
i
c
a
l
 A
s
s
i
s
t
a
n
c
e
技
術
的
コ
ン
サ
ル

の
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
PI
PU
（
Pu
bl
i
c
 I
n
t
e
r
e
s
t
 P
r
oj
e
ct
 U
n
it
）

と
い
う
組
織
を
つ
く
り
、
電
力
を
含
む
イ
ン
フ
ラ
案
件
を
支
援
し
て
い
る
。
 

詳
細
は
、
A
n
s
w
e
r
2
5
-
(
1
)
～
(
5
)
を
参
照
。

 

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
1  
世
銀
、

W
or

ld
 D

ev
el

op
m

en
t I

nd
ex

 
2  

Ce
nt

ra
l B

an
k 

of
 S

ri
 L

an
ka

, A
nn

ua
l R

ep
or

t 2
00

2,
 p

.1
3-

15
 

3  
Ce

nt
ra

l B
an

k 
of

 S
ri

 L
an

ka
, I

bi
d,

 p
.1

77
 

4  
Ce

nt
ra

l B
an

k 
of

 S
ri

 L
an

ka
, I

bi
d,

 p
.1

74
 

 

- 185 -



Pa
ge

 N
o.

2 
of

 3
0 

JA
PA

N
 IN

T
E

R
N

A
T

IO
N

A
L

 C
O

O
PE

R
A

T
IO

N
 A

G
E

N
C

Y
 

(J
IC

A
)  

Pl
an

 O
rg

an
iz

at
io

n 
: 

 

PR
O

JE
C

T
 N

A
M

E
: 

R
ef

. N
o.

 : 
 

Is
su

e 
D

at
e 

: 
 

M
as

te
r P

la
n 

St
ud

y 
of

 th
e 

D
ev

el
op

m
en

t o
f P

ow
er

 G
en

er
at

io
n 

an
d 

Tr
an

sm
is

si
on

 S
ys

te
m

 in
 S

ri 
La

nk
a 

 
Q

U
E

ST
IO

N
N

A
IR

E
/ 

IN
FO

R
M

A
T

IO
N

 R
E

Q
U

IR
E

D
 

R
ev

is
io

n 
D

at
e 

: 
 

 
 

(
b)
 A
D
B
 

電
力
セ
ク
タ
ー
改
革
で
は
、
13
0
MU
S
$
を
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
分
野
に
融
資
す
る
予
定
で
あ

る
｡
 

送
配
電
分
野
の
信
頼
度
向
上
や
地
方
電
化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ロ
ー
ン
な
ど
を
複
数
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
検
討
中
。
詳
細
は

A
ns

w
er

 2
3-

(1
)～

(5
)参
照
。
 

 

(4
) 

R
ec

en
t s

itu
at

io
ns

 o
f b

i-l
at

er
al

 a
id

 a
ge

nc
ie

s (
U

S,
 U

K
, 

Fr
an

ce
, G

er
m

an
y,

 B
el

gi
um

, N
or

w
ay

, S
w

ed
en

, a
nd

 o
th

er
s)

 
an

d 
th

ei
r p

ow
er

/e
ne

rg
y 

se
ct

or
 in

vo
lv

em
en

ts
, 

re
co

m
m

en
da

tio
ns

 m
ad

e 
by

 th
es

e 
ag

en
ci

es
, a

nd
 h

ow
 th

e 
go

ve
rn

m
en

t e
va

lu
at

es
 th

e 
re

co
m

m
en

da
tio

ns
. 

 

(
a
)
 
ド
イ
ツ
K
f
W
 

現
在
の
C
E
B
の
給
電
シ
ス
テ
ム
を
リ
ハ
ビ
リ
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
K
f
W
の
融
資

が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
 

 (
b
)
 
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
S
I
D
A
 

S
I
D
A
は
現
在
L
a
x
a
p
a
n
a
水
力
発
電
所
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て

い
る
（
融
資
額
：
約
U
S
$
1
M
 
実
施
期
間
：
2
0
0
4
年
4
月
ま
で
）
。
 

電
力
セ
ク
タ
ー
改
革
に
関
し
て
は
1
9
9
8
年
に
M
a
t
a
l
e
 D
i
s
t
r
i
c
t
に
お
い
て
地
方
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
In
t
eg
r
at
e
d 
Ru
ra
l 
De
ve
l
op
m
en
t 
Pr
oj
e
ct
）
を
実
施
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
地
方
産
業
開
発
を
行
う
こ
と
で
貧
困
削
減
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
国
側
実
施
機
関
は
M
i
n
i
s
t
r
y
 o
f
 P
o
l
i
c
y
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 

a
n
d
 
I
m
p
l
e
m
e
n
t
a
t
i
o
n
（
以
下
M
D
P
I
）
。
 

A
D
B
に
協
力
し
て
2
.
7
5
M
S
W
K
の
融
資
を
行
う
。
S
I
D
A
は
直
接
実
施
に
関
与
し
て
い
な
い
が
、

対
象
は
新
会
社
設
立
の
支
援
と
送
電
会
社
の
メ
ー
タ
リ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
｡
 

C
E
B
の
配
電
線
延
伸
に
よ
る
地
方
電
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
"
R
u
r
a
l
 
E
l
e
c
t
r
i
f
i
c
a
t
i
o
n
（
以
下

R
E
）
P
r
o
j
e
c
t
 4
"
に
つ
い
て
は
、
来
年
3
月
に
技
術
者
を
派
遣
し
設
計
レ
ビ
ュ
ー
、
コ
ス
ト

試
算
を
行
っ
た
後
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
国
政
府
と
の
交
渉
に
入
る
予
定
。
 

今
後
の
援
助
の
方
向
性
と
し
て
は
、
S
I
D
A
で
は
W
B
の
よ
う
な
O
f
f
-
g
r
i
d
地
域
へ
の
電
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
予
定
は
な
い
。
電
力
セ
ク
タ
ー
へ
の
支
援
後
は
、
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
・

セ
ク
タ
ー
（
地
方
道
路
、
小
型
の
橋
梁
等
を
含
む
）
を
中
心
に
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
 

全
体
の
支
援
計
画
は
20
02
年
12
月
で
5
ヶ
年
計
画
が
終
わ
る
た
め
、
現
在
2
00
3～
2
00
8
年

の
次
期
5
ヶ
年
計
画
を
準
備
中
で
あ
る
。
前
計
画
で
は
毎
年
60
M
S
W
K
の
融
資
を
計
画
し
て
い

た
（
20
02
年
実
積
は
85
MS
WK
）。
次
期
計
画
で
は
融
資
規
模
は
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

基
本
的
に
G
D
P
の
1
％
を
海
外
協
力
融
資
に
充
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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(
c
)
 
ア
メ
リ
カ
U
S
A
I
D
/
U
S
T
D
A
 

R
e
g
i
o
n
a
l
 
E
n
e
r
g
y
 
P
r
o
g
r
a
m
 

S
o
u
t
h
 
A
s
i
a
 
R
e
g
i
o
n
a
l
 
E
n
e
r
g
y
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 

（
W
E
B
：
S
A
R
I
-
e
n
e
r
g
y
.
o
r
g
）
 

こ
れ
に
は
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
、
ネ
パ
ー
ル
、
モ
ル
ジ
ブ
、
ブ
ー
タ
ン
が

入
っ
て
い
る
。
 

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
以
下
の
活
動
を
行
う
。
 

 ①
 P
o
w
e
r
 
s
e
c
t
o
r
 
r
e
g
u
l
a
t
i
o
n
 

ス
リ
ラ
ン
カ
の
規
制
当
局
の
シ
ニ
ア
メ
ン
バ
ー
を
域
内
の
先
進
的
な
（
イ
ン
ド
等
）

規
制
局
に
派
遣
し
て
学
ん
で
も
ら
う
。
 

ま
た
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
規
制
当
局
の
メ
ン
バ
ー
が
気
軽
に
業
務
を
相
談
で
き
る
体
制

を
つ
く
る
（
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
国
内
に
配
置
。
人
選
し
て
い
る
）
。
 

②
 域
内
共
通
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
、
域
内
の
省
エ
ネ
に
関
す
る
ラ
ベ
リ
ン
グ
基
準

（
冷
蔵
庫
な
ど
A
p
p
l
i
a
n
c
e
、
H
o
u
s
e
h
o
l
d
）
を
つ
く
る
（
B
r
i
t
i
s
h
 
S
t
a
n
d
a
r
d
）
。

本
部
は
D
e
h
l
i
に
あ
る
。
 

A
D
B
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
は
R
u
n
e
 
S
t
o
r
m
氏
で
あ
る
。
 

U
S
A
I
D
は
W
B
、
A
D
B
と
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
互
い
の
業
務

に
O
v
e
r
l
a
p
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
る
。
 

③
 E
S
C
O
支
援
事
業
 

5
00
,
00
0
US
ド
ル
を
Se
e
d 
Mo
ne
yと
し
て
拠
出
し
、
ES
CO
の
O
pe
ra
t
io
n
al
 M
ec
ha
n
is
m

を
作
り
、
商
業
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
つ
く
た
め
T
A
を
行
っ
て
い
る
（
ロ
ー
カ
ル
と
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
コ
ン
サ
ル
を
付
け
て
い
る
）
 

④
 再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

風
況
、
太
陽
光
、
小
水
力
等
の
資
源
分
布
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
。
 

⑤
 イ
ン
ド
－
ス
リ
ラ
ン
カ
間
の
送
電
線
、
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
p
r
e
l
i
m
i
n
a
r
y
 F
/
S
を

行
っ
て
い
る
。
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(5
) 

Pr
og

re
ss

 o
f J

B
IC

 L
oa

n 
“P

ow
er

 S
ec

to
r R

es
tru

ct
ur

in
g 

Pr
og

ra
m

” 
J
B
I
C
ス
リ
ラ
ン
カ
事
務
所
江
島
主
席
駐
在
員
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
電
力
セ
ク
タ
ー
の
現

状
説
明
を
受
け
る
。
：
 

ク
ク
レ
水
力
は
2
0
0
3
年
1
0
月
1
号
機
、
1
1
月
2
号
機
が
運
転
開
始
し
た
。
 

ア
ッ
パ
ー
コ
ト
マ
レ
水
力
は
、
現
在
(
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
入
札
の
)
P
Q
準
備
中
。

2
0
0
8
/
2
0
0
9
年
運
開
予
定
。
 

J
B
I
C
関
連
の
3
件
の
送
電
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
全
国
で
進
行
中
。
A
D
Bも
実
施
中
。

送
配
電
の
M
e
d
i
u
m
 V
o
l
t
a
g
e
は
、
A
D
B
-
 U
K
 A
L
S
T
O
M
で
支
援
中
。
A
L
S
T
O
M
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
悪
い
。
 

K
e
l
a
w
a
l
a
p
i
t
i
a
 C
C
は
I
P
P
で
進
め
る
予
定
。
I
P
P
を
支
援
す
る
た
め
、
附
帯
送
電
線

に
円
借
供
与
し
た
。
し
か
し
、
プ
ラ
ン
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
（
P
F
）
は
当
初
計
画
62
％
だ

っ
た
が
、
超
ピ
ー
ク
対
応
に
な
っ
て
し
ま
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
交
渉

で
当
初
計
画
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
 

 

 II
. T

o 
M

PE
 

N
o 

Q
ue

st
io

nn
ai

re
/I

nf
or

m
at

io
n 

R
eq

ui
re

d 
R

ep
ly

 
R

em
ar

ks
 

2 
In

fo
rm

at
io

n/
D

at
a 

re
qu

ir
ed

 
 (1

) 
El

ec
tri

ci
ty

 R
ef

or
m

 A
ct

, N
o.

 2
8 

of
 2

00
2 

(2
) 

Pu
bl

ic
 U

til
iti

es
 C

om
m

is
si

on
 o

f S
ri 

La
nk

a 
A

ct
, N

o.
 3

5 
of

 
20

02
 

(3
) 

En
er

gy
 S

up
pl

y 
(T

em
po

ra
ry

 P
ro

vi
si

on
s)

 A
ct

 N
o.

 2
 o

f 2
00

2 
(w

hi
ch

 w
ill

 c
ea

se
 to

 b
e 

in
 o

pe
ra

tio
n 

in
 M

ar
ch

 2
00

4)
  

(4
) 

A
ny

 o
th

er
 la

w
s a

nd
 re

gu
la

tio
ns

 o
n 

po
w

er
 se

ct
or

 re
fo

rm
 

 (1
)、

(2
)、

(3
)と
も
入
手
済
み
。

 

そ
の
他
の
入
手
資
料

 

1)
 R

eg
ai

ni
ng

 S
ri 

La
nk

a:
 V

is
io

n 
an

d 
St

ra
te

gy
 fo

r A
cc

el
er

at
ed

 D
ev

el
op

m
en

t, 
G

ov
. o

f S
ri 

La
nk

a,
 M

ay
 2

00
3 

2)
 A

nn
ua

l R
ep

or
t 2

00
2:

 C
en

tra
l B

an
k 

of
 S

ri 
La

nk
a 

 

3 
Pr

og
re

ss
 o

f p
ow

er
 se

ct
or

 r
ef

or
m

 
 (1

) 
St

ru
ct

ur
al

 o
ve

rv
ie

w
 o

f o
rg

an
iz

at
io

ns
 im

pl
em

en
tin

g 
po

w
er

 
se

ct
or

 re
fo

rm
 

 

電
力
セ
ク
タ
ー
改
革
後
は
、
PU
C
が
セ
ク
タ
ー
規
制
に
責
任
を
持
つ
。
P
U
C
S
L
法
第
1
4
条
に

よ
る
と
、
以
下
の
と
お
り
規
定
さ
れ
て
い
る
：
 

 
(
1
)
 
委
員
会
は
、
公
正
、
公
平
、
独
立
性
を
保
ち
つ
つ
、
タ
イ
ム
リ
ー
、
透
明
、
客
観
的
、

か
つ
こ
の
法
律
お
よ
び
そ
の
他
の
法
律
と
整
合
性
を
と
り
な
が
ら
、
こ
の
法
律
お
よ
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R
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Q
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R
ev
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at
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び
そ

の
他

の
法

律
に

基
づ

き
、

委
員

会
の

権
限

、
職

務
、

義
務

を
執

行
す

る
。

 

(
2
)
 
委

員
会

は
、

こ
の

法
律

お
よ

び
そ

の
他

の
法

律
に

基
づ

き
、

以
下

の
目

的
に

最
大

限

配
慮

す
る

形
で

、
委

員
会

の
権

限
、

職
務

、
義

務
を

執
行

す
る

。
 

 
 

(
a
)
す

べ
て

の
消

費
者

の
利

益
を

保
護

す
る

こ
と

 

 
 

(
b
)
競

争
を

促
進

す
る

こ
と

 

 
 

(
c
)
公

益
産

業
の

運
営

と
資

本
投

資
の

双
方

に
お

け
る

効
率

性
を

高
め

る
こ

と
 

 
 

(
d
)
公

益
産

業
に

お
け

る
効

率
的

な
資

源
配

分
を

向
上

す
る

こ
と

 

 
 

(
e
)
安

全
性

と
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

を
図

る
こ

と
 

 
 
(
f
)
実
施
可
能
な
場
合
、
公
益
サ
ー
ビ
ス

の
国

際
標

準
と

の
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
を

行
う

こ
と

 

 
 
(
g
)
価
格
規
制
を
伴
う
事
業
体
が
効
率
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
、
公
益
事

業
の

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

に
不

必
要

に
苦

慮
す

る
よ

う
な

事
態

に
陥

る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
努

力
す

る
こ

と
。

 

以
下

の
図

は
、

改
革

後
の

電
力

セ
ク

タ
ー

の
構

造
を

示
し

て
い

る
。

 

                 
出
典
：
ス
リ
ラ
ン
カ
P
U
C
（
公
益
事
業
規
制
委
員
会
）

 

 

M
P

E
－

M
in

is
try

 o
f P

ow
er

 a
nd

 E
ne

rg
y 

IP
P

D
IS

C
O

 

需
要

家
  

TR
A

N
S

C
O

 P
U

C
S

L 
– 

P
ub

lic
 U

til
iti

es
 C

om
m

is
si

on
 

大
口

需
要

家
 

(
送

電
グ

リ
ッ

ド
直

結
)
 

G
E

N
C

O
 1
社

 

D
IS

C
O

 
D

IS
C

O
 

D
IS

C
O

 
D

IS
C

O
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 一
方
、
政
府
（
M
P
E
）
の
役
割
は
電
力
産
業
の
た
め
の
政
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と

で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
内
閣
府
（
C
a
b
i
n
e
t
 o
f
 M
i
n
i
s
t
e
r
s
）
で
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
電
力
改
革
法
に
お
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
含
め
る
べ
き
課
題
と
し
て
、
以

下
を
挙
げ
て
い
る
：
 

¾
 
国
内
の
い
ろ
い
ろ
な
地
域
や
い
ろ
い
ろ
な
社
会
経
済
グ
ル
ー
プ
が
持
続
的
経
済
成

長
を
遂
げ
る
た
め
に
電
力
産
業
が
達
成
す
べ
き
目
標
の
設
定
 

¾
 
燃
料
の
分
散
化
と
新
た
な
発
電
容
量
に
対
す
る
燃
料
の
選
択
に
関
す
る
目
標
の
設

定
 

¾
 
持
続
的
経
済
成
長
を
遂
げ
る
た
め
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
関
す
る
優
先
順
位
と
目
標
の

設
定
 

¾
 
持
続
的
経
済
成
長
と
燃
料
の
分
散
化
の
た
め
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
達
成
す
る
手
段
 

 
 

(2
) 

Pr
og

re
ss

 o
f p

ow
er

 se
ct

or
 re

fo
rm

 
 

1)
 A

ct
iv

iti
es

 o
f P

U
C

, i
ts

 a
ct

io
n 

pl
an

s, 
pr

oc
ed

ur
es

 a
nd

 
sc

he
du

le
s 

 
2)

 U
nb

un
dl

in
g 

of
 C

EB
/L

EC
O

 a
nd

 o
rg

an
iz

in
g 

G
EN

C
O

, 
TR

A
N

SC
O

, D
IS

C
O

s. 
 

3)
 P

ro
gr

es
s o

f S
ha

do
w

 O
pe

ra
tio

n 

3
-
(
2
)
-
1
)
 A
c
t
i
v
i
t
i
e
s
 o
f
 P
U
C
,
 i
t
s
 a
c
t
i
o
n
 p
l
a
n
s
,
 p
r
o
c
e
d
u
r
e
s
 a
n
d
 s
c
h
e
d
u
l
e
s

 A
n
s
w
e
r
 
3
-
(
2
)
-
1
)
 

P
UC
は
設
立
さ
れ
て
間
も
な
く
、
ま
だ
フ
ル
ス
ケ
ー
ル
で
の
活
動
に
到
っ
て
お
ら
ず
、
準
備

段
階
で
あ
る
。
 

調
査
団
は
E
S
C
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
委
員
会
）
と
P
U
C
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
 

P
U
C
に
つ
い
て
は
A
n
s
w
e
r
 
5
-
(
1
)
を
参
照
。
 

以
下
、
E
S
C
に
よ
る
回
答
。
 

 E
S
C
は
2
年
前
に
l
i
m
i
t
e
d
 p
e
r
i
o
d
 o
f
f
i
c
e
と
し
て
作
ら
れ
、
2
0
0
4
年
3
月
末
に
解
散
予

定
で
あ
る
。
そ
の
後
P
U
C
が
引
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
 

E
SC
で
は
Na
t
io
n
al
 E
n
er
g
y 
Pl
a
n（
20
03
年
中
）
に
資
す
る
En
e
rg
y
 S
ec
t
or
 D
a
ta
b
as
e

を
作
成
し
て
い
る
。
A
D
B
は
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
っ
て
新
規
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。
 

 ま
た
、
E
l
e
c
t
r
i
c
i
t
y
 
R
e
f
o
r
m
 
O
f
f
i
c
e
を
訪
問
し
、
以
下
の
回
答
を
得
る
。
 

 

E
l
e
c
t
r
i
c
i
t
y
 R
e
f
o
r
m
 O
f
f
i
c
e
は
5
人
の
メ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
と
3
人
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
か
ら
な
る
。
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分
割
さ
れ
た
各
会
社
の
C
E
O
等
は
C
E
B
、
L
E
C
O
か
ら
来
る
で
あ
ろ
う
。
 

電
力
セ
ク
タ
ー
改
革
は
2
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
を
と
っ
て
お
り
、
 

第
1
フ
ェ
ー
ズ
：
D
i
a
g
n
o
s
t
i
c
 
P
h
a
s
e
 

世
銀
、
A
D
B
の
支
援
を
受
け
、
2
0
0
2
年
1
0
月
に
E
l
e
c
t
r
i
c
i
t
y
 R
e
f
o
r
m
 A
c
t
が
議
会
を
通

り
、
こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
終
了
し
た
。
 

第
2
フ
ェ
ー
ズ
：
I
m
p
l
e
m
e
n
t
a
t
i
o
n
 P
h
a
s
e
（
2
0
0
2
年
に
開
始
し
、
2
0
0
4
年
4
月
に
終
了

予
定
）
 

A
D
B
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
（
J
B
I
C
/
S
I
D
A
も
そ
れ
ぞ
れ
一
部
関
与
）
。
 

G
（
発
電
）
1
社
、
T
（
送
電
）
1
社
、
D
（
配
電
）
5
社
の
他
に
、
年
金
、
従
業
員
の
F
u
n
d

を
扱
う
会
社
。
従
業
員
の
教
育
訓
練
等
を
行
う
R
e
s
i
d
u
a
l
 S
e
r
v
i
c
e
会
社
の
合
計
9
つ
の

会
社
が
で
き
る
。
 

A
D
B
の
雇
用
し
た
コ
ン
サ
ル
の
仕
事
は
も
う
す
ぐ
終
了
す
る
の
で
、
新
し
い
会
社
へ
の
技

術
的
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

特
に
新
会
社
の
C
o
r
p
o
r
a
t
e
 
B
u
s
i
n
e
s
s
 
P
l
a
n
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 負
債
も
各
社
（
8
社
）
に
f
u
n
c
t
i
o
n
a
l
 
b
a
s
i
s
で
分
割
さ
れ
る
。
 

い
く
つ
も
の
問
題
が
あ
り
（
f
in
e
 o
n
e
 b
y 
on
e）
、
財
務
、
技
術
、
人
的
資
源
（
H
R）
、

I
T、
労
働
組
合
（
Tr
a
de
 U
n
io
n
 A
ct
i
vi
t
ie
s）
、
Te
ch
n
ic
al
 M
an
a
ge
m
en
tの
Is
su
e
s

に
つ
い
て
T
o
 I
m
p
r
o
v
e
 E
f
f
i
c
i
e
n
c
y
及
び
T
o
 B
u
i
l
d
 U
p
 S
k
i
l
l
s
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 発
電
（
G
）
 

G
e
n
e
r
a
t
i
o
n
 
e
f
f
i
c
i
e
n
c
y
 
t
o
 
b
e
 
i
m
p
r
o
v
e
d
 

N
e
w
 
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
 
B
u
s
h
e
s
 

N
e
g
o
t
i
a
t
i
n
g
 
S
k
i
l
l
s
 
f
o
r
 
P
P
A
 
t
o
 
b
e
 
p
u
t
 
i
n
 
p
l
a
c
e
 

P
r
a
c
t
i
c
i
n
g
 
o
f
 
G
r
i
d
 
C
o
d
e
 

 送
電
（
T
）
 

C
a
p
a
c
i
t
y
 
B
u
i
l
d
i
n
g
 
f
o
r
 
G
r
i
d
 
C
o
d
e
 
O
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 

S
C
A
D
A
 

T
r
a
n
s
p
a
r
e
n
t
 
D
i
s
p
a
t
c
h
 

B
i
l
l
i
n
g
 
a
n
d
 
S
e
t
t
l
e
m
e
n
t
 
I
i
s
s
u
e
s
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現
状
の
計
画
通
り
に
9
つ
の
会
社
が
で
き
た
と
し
て
も
、
も
し
資
産
利
益
率
を
8％
求
め

ら
れ
る
と
す
る
と
電
気
料
金
は
3
2
～
4
0
％
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
も
し
0
％
リ
タ
ー
ン
と

し
て
も
1
0
～
1
5
％
は
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
 

T
r
e
a
s
u
r
y
 o
f
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
は
新
会
社
が
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
よ
う
に
d
e
b
t
を
吸
収
す

る
会
社
を
作
る
考
え
も
あ
る
。
 

も
し
く
は
s
u
b
s
i
d
y
を
注
入
す
る
か
で
あ
る
。
こ
の
財
務
計
画
は
A
c
r
e
s（
カ
ナ
ダ
）
が

行
い
、
J
B
I
C
で
も
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
C
h
i
e
f
 
E
l
e
c
t
r
i
c
a
l
 
I
n
s
p
e
c
t
o
r
が
チ
ェ
ッ
ク
 

 3
-
(
2
)
-
2
)
 U
n
b
u
n
d
l
i
n
g
 o
f
 C
E
B
/
L
E
C
O
 a
n
d
 o
r
g
a
n
i
z
i
n
g
 G
E
N
C
O
,
 T
R
A
N
S
C
O
,
 D
I
S
C
O
s
.

A
n
s
w
e
r
 
3
-
(
2
)
-
2
)
 

C
E
B
の
分
社
化
は
2
0
0
3
年
1
0
月
目
標
だ
っ
た
が
、
2
0
0
4
年
2
月
現
在
完
了
し
て
い
な
い
。

 3
-
(
2
)
-
3
)
 P
r
o
g
r
e
s
s
 
o
f
 
S
h
a
d
o
w
 
O
p
e
r
a
t
i
o
n
 

 A
n
s
w
e
r
 
3
-
(
2
)
-
3
)
 

シ
ャ
ド
ウ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
 

 

(3
) 

Fi
na

nc
ia

l s
ta

tu
s o

f C
EB

/L
EC

O
,G

EN
C

O
, T

R
A

N
SC

O
, 

D
IS

C
O

s, 
if 

av
ai

la
bl

e.
 

CE
B
に
つ
い
て
は
、
最
新

(2
00

2
年
度

)の
財
務
デ
ー
タ
と
電
力
料
金
デ
ー
タ
を
入
手
済
み
。

 

(4
) 

D
et

ai
ls

 o
f p

ow
er

 sa
le

s/
pu

rc
ha

se
 a

gr
ee

m
en

ts
 a

m
on

g 
C

EB
/G

EN
C

O
, T

R
A

N
SC

O
, D

IS
C

O
s, 

if 
av

ai
la

bl
e 

CE
B
分
社
化
が
完
了
し
て
い
な
い
た
め
、
本
質
問
は
無
効
。
 

 

(5
) 

R
ec

en
t I

PP
 st

at
us

 (i
nc

lu
di

ng
 P

PA
s)

 a
nd

 fu
tu

re
 in

ve
st

m
en

t 
pr

om
ot

io
n 

pl
an

s 
 

C
E
B
の
C
h
a
i
r
m
a
n
、
M
r
.
 
M
.
Z
u
b
a
i
r
の
談
話
 

電
力
不
足
が
深
刻
な
の
で
、
火
力
の
開
発
を
日
本
政
府
に
期
待
し
て
い
る
。
 

水
力
の
開
発
可
能
性
調
査
は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
。
ビ
ク
ト
リ
ア
水
力
の
拡
張
や
ウ
マ

オ
ヤ
な
ど
が
計
画
中
。
本
格
調
査
で
は
、
火
力
の
最
適
化
調
査
も
含
め
て
欲
し
い
。
 

水
力
は
1
9
5
1
年
に
一
番
古
い
発
電
所
が
運
開
し
て
い
る
。
現
在
の
技
術
で
更
新
で
き
な

い
か
？
二
つ
の
水
系
で
カ
ス
ケ
ー
ド
発
電
し
て
い
る
。
昨
年
1
0月
に
雨
が
降
ら
な
か
っ

た
た
め
、
現
在
乾
期
で
電
力
不
足
に
な
っ
て
い
る
。
4
月
に
C
E
B
が
分
割
さ
れ
る
。
石
炭

火
力
は
1
9
8
5
年
か
ら
計
画
し
て
い
る
が
、
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。
 

昨
年
の
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
は
、
6
00
～
8
0
0
M
W
で
、
ピ
ー
ク
が
1
5
0
0
M
W
だ
っ
た
。
大
規
模
火
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力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
U
S
A
I
D
が
石
炭
火
力
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

E
n
e
r
g
y
 
P
o
l
i
c
y
は
あ
る
。
石
油
は
国
際
価
格
の
変
動
が
大
き
く
、
L
NG
は
大
量
に
調

達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
難
し
い
。
石
炭
は
価
格
変
動
が
少
な
い
の
で
､最
適

と
考
え
る
。
 

 （
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
電
力
セ
ク
タ
ー
の
発
展
に
つ
い
て
）
 

・
水
力
は
1
9
4
0
年
、
5
0
年
代
に
お
茶
の
プ
ラ
ン
ト
用
を
中
心
に
開
発
さ
れ
た
。
こ
の

C
a
s
c
a
d
e
 P
o
w
e
r
 S
t
a
t
i
o
n
も
開
発
さ
れ
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
大
き
く
な
る
に

つ
れ
て
、
水
力
だ
け
で
な
く
、
D
i
e
s
e
l
な
ど
火
力
も
必
要
に
な
っ
て
き
た
。
 

8
0
年
代
に
は
6
.
.
.
.
.
？
、
9
6
、
9
7
年
に
は
1
1
5
M
W
の
G
T
が
建
設
さ
れ
た
。
C
C
G
T
は
1
5
0
M
W

（
J
B
I
C
/
I
C
F
で
の
融
資
に
よ
る
）
。
 

C
o
l
o
m
b
o
 
P
o
w
e
r
社
も
6
0
M
W
の
B
u
r
g
e
発
電
を
行
う
。
 

今
年
は
渇
水
が
特
に
ひ
ど
い
の
で
ど
の
よ
う
な
T
h
e
r
m
a
l
で
も
よ
い
の
で
入
れ
た
い
。

基
本
的
に
p
o
w
e
r
 
c
u
t
は
し
な
い
。
 

・
電
源
開
発
計
画
は
毎
年
C
E
B
が
r
e
v
i
e
w
し
て
お
り
、
L
T
D
P
に
基
づ
い
て
、
e
co
no
mi
c 

d
a
t
a
等
を
入
れ
て
計
算
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
N
i
g
h
t
 
p
e
a
k
で
1
,
5
0
0
－
1
,
9
0
0
M
W
、
3
0
0
－
6
0
0
M
W
は
B
a
s
e
 
l
o
a
d
 

・
水
力
は
昔
は
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
で
あ
っ
た
が
、
今
は
p
e
a
k
 
l
o
a
d
と
な
っ
て
い
る
。
 

・
配
電
会
社
の
管
理
に
は
B
e
n
c
h
m
a
r
k
（
s
t
i
c
k
 
y
a
r
d
）
等
が
必
要
。
 

・
こ
の
4
月
に
5
つ
の
配
電
会
社
が
で
き
る
。
 

・
北
部
送
電
線
が
で
き
れ
ば
L
T
T
E
と
の
紛
争
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
 

・
初
め
て
の
水
力
は
1
9
5
1
年
に
で
き
た
。
（
？
）
 

・
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
は
い
く
つ
か
の
オ
プ
シ
ョ
ン
あ
る
。
 

・
政
府
の
g
u
a
r
a
n
t
e
e
を
付
け
る
と
、
I
P
P
の
価
格
は
さ
ら
に
高
く
な
る
。
 

・
A
DB
、
世
銀
は
So
ve
r
ei
g
n 
G
u
a
r
a
n
t
e
e
は
今
後
は
や
め
る
。
料
金
を
上
げ
ろ
と
提
言

し
て
い
る
。
 

・
2
0
0
8
年
の
石
炭
発
電
所
運
開
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
5
年
間
の
準
備
期
間
が
必
要
と
な

る
。
 

・
G－
G
ベ
ー
ス
で
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
投
資
が
行
わ
れ
る
計
画
が
あ
る
、
石
炭
発

電
は
1
9
8
3
年
か
ら
計
画
あ
る
が
す
す
ん
で
い
な
い
。
 

-
 
石
油
の
精
製
で
も
競
争
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
イ
ン
ド
の
会
社
を
入
れ
て
い
る
。
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・
L
N
G
は
9
0
0
－
1
,
0
0
0
M
W
な
い
と
経
済
性
が
で
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
 

・
ト
リ
ン
コ
マ
レ
も
天
然
の
良
港
で
大
き
な
船
が
入
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
自
然
環
境

保
護
の
観
点
か
ら
も
設
立
が
難
し
い
か
も
。
 

 

(6
) 

O
th

er
 a

ct
io

n 
pl

an
s r

eg
ar

di
ng

 p
ow

er
 se

ct
or

 re
fo

rm
 

特
に
な
し
。
 

 

  II
I. 

T
o 

PU
C

 

N
o 

Q
ue

st
io

nn
ai

re
/I

nf
or

m
at

io
n 

R
eq

ui
re

d 
R

ep
ly

 
R

em
ar

ks
 

4 
In

fo
rm

at
io

n/
D

at
a 

re
qu

ir
ed

 
 (1

) 
Pu

bl
ic

 U
til

iti
es

 C
om

m
is

si
on

 o
f S

ri 
La

nk
a 

A
ct

, N
o.

 3
5 

of
 

20
02

 (O
nl

y 
to

 c
on

fir
m

. 
 P

D
F 

fil
e 

al
re

ad
y 

ob
ta

in
ed

 
th

ro
ug

h 
PI

PU
 W

eb
si

te
.) 

(2
) 

A
ny

 o
th

er
 la

w
/d

ec
re

e/
po

lic
y 

st
at

em
en

ts
, p

ro
ce

du
re

s a
nd

 
op

er
at

io
n 

m
an

ua
ls

 re
la

te
d 

to
 th

e 
po

w
er

 se
ct

or
 re

fo
rm

 
(in

cl
ud

in
g 

an
y 

av
ai

la
bl

e 
dr

af
t) 

入
手
資
料

 
1)

 P
ub

lic
 U

til
iti

es
 C

om
m

is
si

on
 o

f S
ri 

La
nk

a 
A

ct
, N

o.
 3

5 
of

 2
00

2 
は
入
手
済
み

 
他
資
料
は
な
し
。

 

 

5 
Pr

og
re

ss
 o

f p
ow

er
 se

ct
or

 r
ef

or
m

 
 (1

) 
A

ct
iv

iti
es

 o
f P

U
C

, i
ts

 a
ct

io
n 

pl
an

s, 
pr

oc
ed

ur
es

 a
nd

 
sc

he
du

le
s 

 

1
.
 P
U
C
の
現
状
 

現
時
点
で
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
5
人
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
と
1
人
の
教
授
と
5
人
の
j
u
n
i
o
r
 

s
t
a
f
f
と
3
～
4
人
の
S
e
n
i
o
r
 
P
r
o
f
e
s
s
i
o
n
a
l
（
リ
ク
ル
ー
ト
中
）
で
構
成
さ
れ
る
。
 

世
銀
の
支
援
の
も
と
に
設
立
さ
れ
た
W
o
r
l
d
 T
ra
de
 C
e
nt
e
rの
1
7F
（
n
ex
t）
に
Ec
on
o
mi
c
 

R
e
f
o
r
m
 
T
e
c
h
n
i
c
a
l
 
A
s
s
i
s
t
a
n
c
e
 
P
r
o
j
e
c
t
,
 
P
u
b
l
i
c
 
I
n
t
e
r
e
s
t
 
P
r
o
g
r
a
m
 
U
n
i
t
の

中
に
間
借
り
し
て
い
る
。
こ
こ
の
活
動
は
世
銀
の
資
金
で
雇
う
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
管
理

だ
け
で
あ
る
。
 

マ
ー
チ
ャ
ン
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
P
U
C
は
移
管
す
る
予
定
で
あ
る
が
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
。

2
.
 体
制
 

料
金
制
度
、
R
e
g
u
l
a
t
o
r
y
 
M
a
n
u
a
l
、
T
a
r
i
f
f
 
G
u
i
d
e
l
i
n
e
、
P
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e
 
S
t
a
n
d
a
r
d

を
含
む
色
々
な
分
野
に
お
い
て
、
世
銀
の
予
算
で
雇
っ
た
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
っ

て
（
F
r
o
n
t
i
e
r
 
E
c
o
n
o
m
i
c
s
、
N
o
r
t
o
n
 
R
o
s
e
等
）
、
ス
タ
デ
ィ
を
し
て
い
る
が
ま
だ

 
ド
ラ
フ
ト
の
段
階
で
あ
る
。

 
R
e
f
o
r
m
 
O
f
f
i
c
e
が
A
D
B
の
予
算
で
、
P
A
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
雇
い
、
料
金
制
度
の
提
案
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を
し
て
お
り
、
こ
の
部
分
で
は
重
複
も
あ
る
。
 

G
r
i
d
 
C
o
d
e
、
D
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
 
C
o
d
e
は
A
D
B
に
雇
用
さ
れ
た
P
A
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
行

っ
て
い
る
。
 

 

3
.
 そ
の
他
 

E
n
e
r
g
y
 S
u
p
p
l
y
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
は
電
力
危
機
の
時
に
設
立
さ
れ
て
、
今
で
も
p
r
o
c
u
r
e
m
e
n
t

の
決
定
は
こ
こ
が
行
っ
て
い
る
が
、
20
04
年
3月
の
解
散
後
は
、
こ
の
業
務
は
P
U
C
で
な
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
省
か
C
E
B
が
担
当
す
る
だ
ろ
う
。
 

 

(2
) 

U
nb

un
dl

in
g 

of
 C

EB
/L

EC
O

 a
nd

 o
rg

an
iz

in
g 

G
EN

C
O

, 
TR

A
N

SC
O

, D
IS

C
O

s. 
 

(3
) 

O
cc

ur
re

nc
e 

of
 th

e 
“V

es
tin

g 
D

at
e”

 (s
uc

ce
ss

or
 c

om
pa

ni
es

 o
f 

C
EB

 a
nd

 L
EC

O
 sh

al
l c

om
e 

in
to

 e
xi

st
en

ce
) a

nd
 is

su
es

 
re

ga
rd

in
g 

th
ei

r l
ic

en
si

ng
 

20
04
年

2
月
現
在
分
社
化
は
完
了
し
て
い
な
い
。
日
本
大
使
館
、

AD
B
な
ど
複
数
の
関
係

者
の
予
測
で
は
選
挙
が
終
わ
る
ま
で
（

20
04
年

6
月
頃
）
動
き
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
。

 

(4
) 

Pr
og

re
ss

 o
f t

he
 w

or
k 

co
nc

er
ni

ng
 li

ce
ns

in
g 

re
gi

m
e 

an
d 

ta
rif

f r
eg

im
es

 (r
ep

or
ts

 if
 a

va
ila

bl
e)

 
PU

C
は
ま
だ
立
ち
上
が
り
間
も
な
く
、
オ
フ
ィ
ス
も
世
銀
の

PI
PU
を
間
借
り
し
て
い
る
よ

う
な
状
況
で
あ
る
。
実
際
の
改
革
に
む
け
た
業
務
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
は
じ
め
る
と
こ
ろ
で
、

詳
細
は
回
答
で
き
な
い
。
 

 

(5
) 

U
nb

un
dl

in
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an
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m
ea

su
re

 to
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w
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pp

ly
 st

ab
ili

ty
 

/q
ua

lit
y 

 
1)

 C
oo

rd
in

at
io

n 
am

on
g 

TR
A

N
SC

O
 a

nd
 D

IS
C

O
s i

n 
te

ch
ni

ca
l t

er
m

s 
 

2)
 C

oo
rd

in
at

io
n 

am
on

g 
TR

A
N

SC
O

 a
nd

 D
IS

C
O

s i
n 

in
st

itu
tio

na
l t

er
m

s 

A
n
s
w
e
r
 
5
-
(
5
)
-
1
)
、
2
)
 

CE
B
分
社
化
が
完
了
し
て
い
な
い
た
め
、
本
質
問
は
無
効
。
 

 

(6
) 

Pr
og

re
ss

 o
f P

U
C

’s
 st

af
f c

ap
ac

ity
 b

ui
ld

in
g 

(S
up

po
rt 

fr
om

 
A

D
B

 a
nd

 W
B

) 
世
銀
の
予
算
で
は
、
料
金
制
度
、
Re
g
ul
a
to
r
y 
M
an
u
al
、
Ta
r
if
f 
Gu
i
de
l
in
e、
Pe
r
fo
r
ma
n
ce
 

S
t
a
n
d
a
r
d
に
関
す
る
調
査
（
F
ro
n
t
i
e
r
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
、
N
o
r
t
o
n
 R
o
s
e
等
）
が
行
わ
れ
て
い
る
。

前
述
の
と
お
り
ま
だ
ド
ラ
フ
ト
の
段
階
で
あ
る
。
 

R
e
f
o
r
m
 O
f
f
i
c
e
が
A
D
B
の
予
算
で
料
金
制
度
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
（
P
A
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
）
。
 

 

(7
) 

Ti
m

in
g 

to
 m

ov
e 

to
 S

in
gl

e 
B

uy
er

 M
od

el
, i

ts
 p

re
co

nd
iti

on
s, 

an
d 

ac
tio

n 
pl

an
s 

(8
) 

Ti
m

in
g 

to
 m

ov
e 

to
 W

ho
le

sa
le

 c
om

pe
tit

io
n,

 it
s 

pr
ec

on
di

tio
ns

, a
nd

 a
ct

io
n 

pl
an

s 
(9

) 
Ti

m
in

g 
to

 m
ov

e 
to

 re
ta

il 
co

m
pe

tit
io

n,
 it

s p
re

co
nd

iti
on

s, 
an

d 
ac

tio
n 

pl
an

s 

PU
C
は
ま
だ
立
ち
上
が
り
間
も
な
く
、
オ
フ
ィ
ス
も
世
銀
の

PI
PU
を
間
借
り
し
て
い
る
よ

う
な
状
況
で
あ
る
。
実
際
の
改
革
に
む
け
た
業
務
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
は
じ
め
る
と
こ
ろ
で
、

詳
細
は
回
答
で
き
な
い
。
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f 3
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 C
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A
)  
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at
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n 
: 

 

PR
O
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C

T
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A
M

E
: 

R
ef

. N
o.

 : 
 

Is
su

e 
D

at
e 

: 
 

M
as

te
r P

la
n 

St
ud

y 
of

 th
e 

D
ev

el
op

m
en

t o
f P

ow
er

 G
en

er
at

io
n 

an
d 

Tr
an

sm
is

si
on

 S
ys

te
m

 in
 S

ri 
La

nk
a 

 
Q

U
E

ST
IO

N
N

A
IR

E
/ 

IN
FO

R
M

A
T

IO
N

 R
E

Q
U

IR
E

D
 

R
ev

is
io

n 
D

at
e 

: 
 

  
(1

0)
 Is

su
es

 th
at

 m
ig

ht
 c

on
ce

rn
 P

U
C

 re
ga

rd
in

g 
fu

tu
re

 
im

pl
em

en
ta

tio
n 

of
 p

ow
er

 se
ct

or
 re

fo
rm

 
P
U
C
と
し
て
の
要
望
 

O
n
-
l
i
n
e
 
M
o
n
i
t
o
r
i
n
g
,
 
C
o
m
m
o
n
 
F
a
c
i
l
i
t
y
が
事
務
所
設
備
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
政

府
の
支
援
は
1
年
だ
け
も
ら
え
る
。
 

P
U
C
へ
の
支
援
は
、
U
S
A
I
D
（
U
S
A
I
D
の
項
参
照
）
に
頼
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
る
。
出
張
ベ
ー
ス
で
最
大
2
週
間
ス
リ
ラ
ン
カ
に
来
て
く
れ
て
、
そ
の
後
は
E
メ

ー
ル
ベ
ー
ス
な
の
で
、
困
っ
た
と
き
に
側
に
い
て
相
談
し
て
く
れ
る
人
が
ほ
し
い
。
 

ス
タ
ッ
フ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
、
彼
自
身
、
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
規
制
講
座
（
3
週

間
）
を
受
講
し
た
。
 

J
u
n
i
o
r
 L
e
v
e
l
で
は
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
ロ
ー
カ
ル

な
ど
色
々
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
と
な
る
。
 

 

 

 IV
. T

o 
C

E
B

 (S
om

e 
m

ay
 d

up
lic

at
e 

w
ith

 th
e 

qu
es

tio
ns

 to
 M

PE
, i

n 
w

hi
ch

 c
as

e 
pl

ea
se

 p
ro

vi
de

 C
E

B
’s

 v
ie

w
po

in
ts

/e
xp

la
na

tio
ns

.) 

N
o 

Q
ue

st
io

nn
ai

re
/I

nf
or

m
at

io
n 

R
eq

ui
re

d 
R

ep
ly

 
R

em
ar

ks
 

6 
Po

w
er

 G
en

er
at

io
n 

an
d 

C
on

su
m

pt
io

n 
(1

) 
Pl

ea
se

 p
ro

vi
de

 u
s l

at
es

t d
at

a 
fo

r p
ow

er
 g

en
er

at
io

n 
an

d 
co

ns
um

pt
io

n.
 

 

 
a.

 
Po

w
er

 G
en

er
at

io
n 

in
 2

00
2/

20
03

 
b.

 
Po

w
er

/E
ne

rg
y 

C
on

su
m

pt
io

n 
in

 2
00

2/
20

03
 

c.
 

M
ax

. D
ai

ly
 L

oa
d 

C
ur

ve
 in

 2
00

2/
20

03
 

資
料

1 に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

20
02
年
の
デ
ー
タ
が
最
新
。

 

 
d.

 
Po

w
er

 su
pp

ly
 c

om
bi

na
tio

n 
of

 e
ac

h 
po

w
er

 st
at

io
ns

 in
 

20
02

/2
00

3(
D

ry
/w

et
, A

ve
ra

ge
, M

ax
im

um
, M

in
im

um
) 

20
04
年

1 月
29
日
の
電
源
別
供
給
力
を
示
す
日
負
荷
曲
線
を
入
手
。

 

 
e.

 
A

nn
ua

l l
oa

d 
du

ra
tio

n 
cu

rv
e 

in
 2

00
2/

20
03

 
未
入
手
（

C
EB
で
整
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
）
。

 
 

f. 
M

et
ho

d 
of

 d
em

an
d 

fo
re

ca
st

 (C
EB

 / 
LE

C
O

) 
家
庭
，
工
業
，
そ
の
他
を
対
象
と
し
た
マ
ク
ロ
モ
デ
ル
で
予
測
し
て
い
る
（
資
料

2 ）
。

 

資
料

 1
 

C
EB

, L
on

g 
Te

rm
 

G
en

er
at

io
n 

Ex
pa

ns
io

n 
Pl

an
 (2

00
3-

20
17

) 
 資
料

2 
C

EB
, N

at
io

na
l D

em
an

d 
Fo

re
ca

st
 (2

00
3-

20
23

) 

7 
E

xi
st

in
g 

Po
w

er
 G

en
er

at
io

n 
Fa

ci
lit

ie
s 

Th
e 

da
ta

 fo
r t

he
 e

xi
st

in
g 

po
w

er
 g

en
er

at
io

n 
fa

ci
lit

ie
s a

re
 

es
se

nt
ia

l t
o 

pr
ov

id
e 

pr
op

er
 p

la
nn

in
g 

of
 th

e 
po

w
er

 se
ct

or
. 

 (1
) 

Pl
ea

se
 p

ro
vi

de
 u

s w
ith

 th
e 

la
te

st
 d

at
a 

fo
r t

he
 e

xi
st

in
g 

po
w

er
 g

en
er

at
io

n 
fa

ci
lit

ie
s i

nc
lu

di
ng

 IP
P’

s. 
a.

 
N

am
e 

of
 p

ow
er

 st
at

io
n 

b.
 

O
rg

an
iz

at
io

n 
on

 o
pe

ra
tio

n 
c.

 
N

um
be

r o
f u

ni
t 

 既
設
発
電
所
の
デ
ー
タ
・
情
報
は
、
資
料

1に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
現
地
調
査
し

た
発
電
所
に
つ
い
て
は
実
態
を
調
べ
た
。
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at
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 N
o 

Q
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nf
or

m
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n 

R
eq
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d 
R

ep
ly

 
R

em
ar

ks
 

d.
 

U
ni

t t
yp

e 
e.

 
C

om
m

is
si

on
in

g 
da

te
 

f. 
Lo

ca
tio

n 
g.

 
Ty

pe
 o

f f
ue

l 
h.

 
R

at
ed

 c
ap

ac
ity

 
i. 

D
ep

en
da

bl
e 

ca
pa

ci
ty

 
j. 

En
er

gy
 e

ff
ic

ie
nc

y 
 

k.
 

D
ai

ly
/A

nn
ua

l o
pe

ra
tio

n 
pa

tte
rn

(h
ou

rs
) 

l. 
R

et
ire

m
en

t s
ch

ed
ul

e 
m

. 
Pl

an
t l

oa
d 

fa
ct

or
, A

va
ila

bi
lit

y 
fa

ct
or

, L
oa

d 
fa

ct
or

 
n.

 
In

te
rv

al
 o

f m
aj

or
/m

in
or

 m
ai

nt
en

an
ce

  
o.

 
R

eg
ul

at
io

n 
of

 ir
rig

at
io

n 
pu

rp
os

e 
p.

 R
un

ni
ng

 c
os

t (
U

S$
/k

W
h)

 in
cl

ud
in

g 
m

ai
nt

en
an

ce
  

 
 

E
xi

st
in

g 
Po

w
er

 T
ra

ns
m

is
si

on
 a

nd
 T

ra
ns

fo
rm

at
io

n 
Fa

ci
lit

ie
s

 Th
e 

da
ta

 fo
r t

he
 e

xi
st

in
g 

tra
ns

m
is

si
on

 a
nd

 tr
an

sf
or

m
at

io
n 

fa
ci

lit
ie

s i
s e

ss
en

tia
l t

o 
pr

ov
id

e 
pr

op
er

 p
la

nn
in

g 
of

 th
e 

po
w

er
 

se
ct

or
. 

 

   

(1
) 

Pl
ea

se
 p

ro
vi

de
 u

s t
he

 la
te

st
 tr

an
sm

is
si

on
 li

ne
 d

ia
gr

am
s 

w
ith

 th
e 

fo
llo

w
in

g 
in

fo
rm

at
io

n;
  

(1
) 
資
料

3 に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

 

T
ra

ns
m

is
si

on
 L

in
e 

a.
 

N
am

e 
of

 li
ne

 
b.

 
Sy

st
em

 V
ol

ta
ge

 
c.

 
Le

ng
th

 
e.

 
N

o.
 o

f c
irc

ui
t 

f. 
Ty

pe
 o

f c
on

du
ct

or
 a

nd
 n

um
be

r. 
of

 b
un

dl
e 

pe
r p

ha
se

 
g.

 
C

on
du

ct
or

 si
ze

 
h.

 
Tr

an
sm

is
si

on
 c

ap
ac

ity
 

Po
w

er
 S

ta
tio

n(
s F

ac
ili

tie
s)

 

 

資
料

 3
 

C
EB

, L
on

g 
Te

rm
 

Tr
an

sm
is

si
on

 
D

ev
el

op
m

en
t S

tu
di

es
 

(2
00

3-
20

12
) 

8 

a.
 

N
am

e 
of

 p
ow

er
 st

at
io

n 
b.

 
N

um
be

r o
f g

en
er

at
in

g 
un

it 
c.

 
To

ta
l i

ns
ta

lle
d 

ca
pa

ci
ty
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e 

D
ev

el
op

m
en

t o
f P

ow
er

 G
en

er
at

io
n 

an
d 

Tr
an

sm
is

si
on

 S
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A
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R
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Q
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R
ev
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at
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 N
o 

Q
ue

st
io

nn
ai

re
/I

nf
or

m
at

io
n 

R
eq

ui
re

d 
R

ep
ly

 
R

em
ar

ks
 

Su
bs

ta
tio

n 
Fa

ci
lit

ie
s 

a.
 

N
am

e 
of

 su
bs

ta
tio

n 
b.

 
Tr

an
sf

or
m

er
’s

 ra
te

d 
vo

lta
ge

 (P
rim

ar
y 

/ S
ec

on
da

ry
 / 

Te
rti

ar
y)

 
c.

 
C

oo
lin

g 
ty

pe
 o

f t
ra

ns
fo

rm
er

 
d.

 
Tr

an
sf

or
m

er
 c

ap
ac

ity
 

 

 
 

 

(2
) 

Pl
ea

se
 p

ro
vi

de
 u

s t
he

 la
te

st
 lo

ad
 fl

ow
 d

ia
gr

am
 o

f 
tra

ns
m

is
si

on
 li

ne
 sy

st
em

. 
(2

) 
資
料

3 を
入
手
。

 
 

9 
L

on
g 

T
er

m
 G

en
er

at
io

n 
E

xp
an

si
on

 
 W

e 
w

ou
ld

 li
ke

 to
 k

no
w

 th
e 

la
te

st
 p

la
n 

an
d 

th
e 

ite
m

s J
ap

an
 

co
ul

d 
as

si
st

. 
A

cc
or

di
ng

 to
 th

e 
“L

on
g 

Te
rm

 G
en

er
at

io
n 

Ex
pa

ns
io

n 
Pl

an
ni

ng
 

St
ud

ie
s 1

99
9-

20
13

”;
 

 

 

T
he

rm
al

 P
ow

er
 

Th
e 

m
ai

n 
po

rti
on

 o
f g

en
er

at
io

n 
ex

pa
ns

io
n 

ha
s t

o 
be

 sh
ift

ed
 

fr
om

 h
yd

ro
 to

 th
er

m
al

 

 

 
(1

) 
W

ha
t i

s y
ou

r l
at

es
t e

va
lu

at
io

n 
on

 th
e 

se
le

ct
io

n 
of

 fu
el

 a
nd

 
th

er
m

al
 u

ni
t t

yp
e 

? 
(1

) 国
策
と
し
て
海
外
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
ン
は
社
会
整
備
や
教
育
部
門
を
優
先
し
、
今
後
の
電
力

建
設
は
民
間
資
金
を
導
入
す
る
方
針
で
あ
る
。

20
0 

M
W
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
や

30
0 

M
W
の
コ

ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
が

IP
P で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

 

 資
料

 4
 

C
EB

, M
as

te
r P

la
n 

fo
r t

he
 

el
ec

tri
ci

ty
 su

pp
ly

 o
f S

ri 
La

nk
a,

 1
98

9 
Ju

ne
 

 
(2

) 
W

ha
t i

s t
he

 c
ur

re
nt

 si
tu

at
io

n 
of

 th
e 

pl
an

 a
nd

 st
ud

y 
on

 c
oa

l 
th

er
m

al
 p

la
nt

s?
 

(2
) 石
炭
火
力
の
動
向
は
、
本
文

3.
2.

1(
2)
火
力
設
備
参
照
。

 
 

 
(3

) 
W

hi
ch

 lo
ca

tio
n 

ha
s a

dv
an

ta
ge

 in
 te

rm
s o

f p
or

t, 
as

so
ci

at
ed

 
T/

L 
an

d 
en

vi
ro

nm
en

ta
l i

m
pa

ct
, e

tc
. a

m
on

g 
th

e 
ca

nd
id

at
es

? 

(3
) 石
炭
火
力
の
候
補
地
と
し
て

3 ヶ
所
選
定
さ
れ
て
い
る
が
、
周
辺
イ
ン
フ
ラ
の
必
要
性
や

附
帯
送
電
線
に
つ
い
て
今
後
各
地
点
で
詰
め
る
必
要
が
あ
り
、
現
状
で
は
優
位
性
の
判
断

は
難
し
い
。
た
だ
し
、
ス
タ
デ
ィ
の
レ
ベ
ル
は
、

Pu
tta

la
m
が
他
の

2 地
点
よ
り
も
進
ん
で

い
る
。

 

 

 
(4

) 
W

ha
t i

s y
ou

r e
va

lu
at

io
n 

on
 th

e 
us

ag
e 

of
 n

at
ur

al
 g

as
 in

 
fu

tu
re

 ?
 

(4
) 環
境
面
で
は

LN
G
は
石
炭
や
石
油
よ
り
も
優
位
で
あ
る
が
、
燃
料
費
が
高
い
こ
と
や
、
大

型
ユ
ニ
ッ
ト
（

10
00

M
W
級
）
で
な
い
と
採
算
が
取
れ
な
い
こ
と
か
ら
近
い
将
来
に
は
無

理
で
あ
ろ
う
。

 

 

H
yd

ro
 P

ow
er

 
 

(1
) 

A
ll 

th
e 

po
te

nt
ia

l o
f t

he
 h

yd
ro

po
w

er
 h

av
e 

be
en

 st
ud

ie
d?

  
(1

) 資
料

3 で
全
国
を
対
象
に
水
力
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
調
査
さ
れ
た
。
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si
on

 S
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te
m

 in
 S

ri 
La

nk
a 

 
Q

U
E

ST
IO

N
N

A
IR

E
/ 

IN
FO

R
M

A
T

IO
N

 R
E

Q
U

IR
E

D
 

R
ev

is
io

n 
D

at
e 

: 
 

 N
o 

Q
ue

st
io

nn
ai

re
/I

nf
or

m
at

io
n 

R
eq

ui
re

d 
R

ep
ly

 
R

em
ar

ks
 

 
(2

) 
H

ow
 m

an
y 

ra
te

s h
av

e 
be

en
 d

ev
el

op
ed

 fo
r h

yd
ro

po
w

er
? 

(2
) 包
蔵
水
力
の
内
、
約

55
％
が
開
発
さ
れ
た
。

 
 

 
(3

) 
W

ha
t i

s t
he

 c
ur

re
nt

 st
at

us
 o

f f
ou

r c
an

di
da

te
s h

yd
ro

po
w

er
?

(3
) 水
力

4 地
点
の
現
状
は
、
本
文

4.
4.

1(
1)
水
力
開
発
計
画

 参
照
。

 
 

 
(4

) 
W

ha
t i

s t
he

 e
nv

iro
nm

en
ta

l i
ss

ue
s a

nd
 re

gu
la

tio
n 

fr
om

 
irr

ig
at

io
n 

pu
rp

os
e 

ag
ai

ns
t f

ou
r c

an
di

da
te

s?
  

(4
) U

pp
er

 K
ot

m
al

e で
は
、
観
光
放
流
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
水
力
開
発
一
般
に
つ
い

て
自
然
環
境
面
か
ら
定
め
た
放
流
規
則
は
な
い
。
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で

C
EA
な
ど
に
よ
り
義

務
放
流
が
判
断
さ
れ
る
。

M
ah

aw
el

i 水
系
で
は
、
灌
漑
が
発
電
に
優
先
さ
れ
る
の
で
、
灌
漑
か

ら
の
要
求
に
よ
っ
て
放
流
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

U
m

a 
O

ya
と

M
or

go
lla
は
貯
水
池
形
成
に
伴

う
移
住
対
象
者
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

G
in

ga
ng

a は
15

00
人
程
度
移
住
対
象
に
な
る
（

C
EB
聞
取

り
）
。

 

 

 
(5

) 
W

ha
t i

s t
he

 c
ur

re
nt

 st
at

us
 o

f t
he

 IP
P 

hy
dr

op
ow

er
? 

 
(5

) I
PP
に
よ
る
水
力
出
力
は

20
02
年
末
で

36
.8

9 
M

W
で
あ
る
。
建
設
中
の

IP
P 水
力
総
出
力
は

37
M

W
で
あ
り
、

10
0 

M
W
に
対
し
て
関
心
表
明
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

 
 

 
(6

) 
A

re
 h

yd
ro

po
w

er
 p

la
nt

s l
es

s t
ha

n 
10

 M
W

 a
llo

w
ed

 to
 b

e 
de

ve
lo

pe
d 

fo
r I

PP
? 

 
(6

) 出
力

10
M

W
以
下
の
水
力
は

IP
P に
よ
る
開
発
を
奨
励
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

10
M

W
以
上

50
M

W
未
満
は

ES
C
が

LO
I を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

 
(7

) 
Fu

rth
er

 st
ud

y 
fo

r a
pp

ro
va

l o
f E

IA
 o

n 
B

ro
ad

la
nd

s 
hy

dr
op

ow
er

 is
 n

ee
de

d?
 

(7
) E

IA
は
こ
れ
か
ら
審
査
さ
れ
る
の
で
、

3 月
以
降
で
な
い
と
追
加
調
査
の
必
要
性
は
判
明
し

な
い
。

 
 

 
(8

) 
R

eh
ab

ili
ta

tio
n 

pl
an

ni
ng

 fo
r t

he
 e

xi
st

in
g 

hy
dr

op
ow

er
 p

la
nt

s 
is

 im
po

rta
nt

 a
nd

 n
ee

de
d?

  
(8

) 老
朽
水
力
発
電
所
の
補
修
は
必
要
で
あ
る
。
詳
細
は
、

3.
2.

2 
(3

) 
水
力

 参
照
。

 
 

D
em

an
d 

Fo
re

ca
st

 
D

ou
bl

in
g 

tim
e 

of
 d

em
an

d 
in

 te
n 

ye
ar

s (
7%

 p
er

 y
ea

r)
, e

xp
ec

te
d 

in
 th

e 
st

ud
y 

lo
ok

s r
ea

so
na

bl
e.

 
H

ow
ev

er
 in

 Ja
pa

n,
 T

ai
w

an
 a

nd
 S

ou
th

 K
or

ea
, a

 su
cc

es
si

ve
 

in
cr

ea
se

 o
f m

or
e 

th
an

 1
0%

 p
er

 y
ea

r w
as

 re
co

rd
ed

. 

 
 

 
(1

) 
W

ha
t k

in
d 

of
 st

ra
te

gy
 d

o 
yo

u 
ha

ve
 fo

r s
uc

h 
ra

pi
d 

in
cr

ea
se

 
of

 p
ow

er
 d

em
an

d 
if 

it 
w

er
e 

ha
pp

en
ed

 ?
 

(1
) 旱
魃
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
需
要
に
供
給
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
。
現
状
で
は
電

力
予
備
率
は
な
い
状
態
で
あ
り
、
短
期
契
約
に
よ
り
買
電
価
格
が
高
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

を
購
入
し
た
り
、
休
止
中
の
火
力
を
運
転
再
開
し
て
い
る
。

 

 

 
(2

) 
Is

 th
er

e 
th

e 
la

te
st

 d
em

an
d 

fo
re

ca
st

 o
f e

ac
h 

di
st

ric
t 

in
cl

ud
in

g 
N

or
th

er
n 

pa
rt 

of
 S

ri 
La

nk
a?

 P
le

as
e 

pr
ov

id
e 

th
em

, i
f a

ny
. 

(2
) 北
・
東
部
の
電
力
需
要
は
不
明
。

 
 

A
pp

lic
at

io
n 

so
ft

w
ar

e
(1

) 
W

e 
w

ou
ld

 li
ke

 to
 k

no
w

 th
e 

na
m

e 
of

 a
pp

lic
at

io
n 

so
ftw

ar
e 

w
hi

ch
 y

ou
 a

re
 u

si
ng

 fo
r; 

- P
ow

er
 d

ev
el

op
m

en
t p

la
nn

in
g 

- P
ow

er
 sy

st
em

 a
na

ly
si

s 

 電
源
開
発
に
は
、

W
A

SP
 II

I+
を
使
用
し
て
い
る
（

W
A

SP
 IV
も
所
有
）
。
系
統
解
析
に
は

PS
SE
を
使
用
し
て
い
る
。
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R
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 R
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Q
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R
ev
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at
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: 
 

 N
o 

Q
ue

st
io

nn
ai

re
/I

nf
or

m
at

io
n 

R
eq

ui
re

d 
R

ep
ly

 
R

em
ar

ks
 

10
 

Sh
or

t T
er

m
 P

ro
gr

am
 fo

r 
E

le
ct

ri
ci

ty
 S

up
pl

y 
 (1

) 
A

re
 th

er
e 

an
y 

sh
or

t-t
er

m
 p

ro
gr

am
s f

or
 e

le
ct

ric
ity

 su
pp

ly
? 

 
If

 a
ny

, p
le

as
e 

pr
ov

id
e 

us
 th

e 
da

ta
 w

ith
 th

e 
fo

llo
w

in
g 

cl
as

si
fic

at
io

n.
 

 
a.

 
O

pt
im

iz
at

io
n 

of
 E

xi
st

in
g 

In
st

al
le

d 
C

ap
ac

ity
 

 
- I

nc
re

as
in

g 
ab

ili
ty

 
 

- R
eh

ab
ili

ta
tio

n 
 

- U
pg

ra
di

ng
 

b.
 

In
cr

ea
si

ng
 N

et
w

or
k 

C
ap

ac
ity

 
 

- N
on

 P
er

m
an

en
t 

 
- P

er
m

an
en

t 
 

- S
tre

ng
th

en
 

 
- I

nt
er

co
nn

ec
tio

n 
 

- E
xt

en
si

on
 

 
- D

ev
el

op
 p

ow
er

 q
ua

lit
y 

c.
 

Si
tu

at
io

n 
of

 IP
P 

 
- O

n-
go

in
g 

 
- C

om
m

itt
ed

 
d.

 
U

til
iz

at
io

n 
of

 C
ap

tiv
e 

Po
w

er
 

e.
 

A
dd

iti
on

 o
f N

ew
 C

ap
ac

ity
 

 
- R

ep
ow

er
in

g 
 

- E
xp

an
si

on
 

 
- N

ew
 G

en
er

at
io

n 
 

- D
ev

el
op

m
en

t 

  電
力
供
給
力
が
不
足
し
て
い
る
現
状
で
は
、
短
期
に
電
力
供
給
力
を
増
加
す
る
た
め
の
計
画

は
重
要
で
あ
る
が
、
特
に
具
体
的
な
計
画
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
供
給
不
足
に
対
し
て
、
短

期
契
約
に
よ
り
買
電
価
格
が
高
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
を
購
入
し
た
り
、
休
止
中
の
火
力
を
運

転
再
開
し
て
い
る
。

 
 ケ
ラ
ニ
テ
ィ
ッ
サ

G
T の

C
C
化
や
既
設
水
力
の
補
修
な
ど
が
短
期
の
電
力
対
策
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
。
詳
細
調
査
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
実
施
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
         

 

11
 

IP
P 

 W
e 

w
ou

ld
 li

ke
 to

 k
no

w
 th

e 
pr

es
en

t s
ta

tu
s o

f I
PP

 a
nd

 th
e 

ge
ne

ra
l g

ui
de

lin
e 

fo
r I

PP
. 

 (1
) 

Is
 C

EB
 g

oi
ng

 to
 su

pp
ly

 fu
el

 in
 IP

P 
Pr

oj
ec

t ?
  

O
r, 

is
 IP

P 
ow

ne
r t

o 
ar

ra
ng

e 
fu

el
 b

y 
hi

m
se

lf 
? 

 

  コ
ロ
ン
ボ
パ
ワ
ー
社
に
よ
る

IP
P で
は
、
燃
料
は

C
PC
（
石
油
公
社
）
か
ら
購
入
し
、

C
EB
に

よ
っ
て
同
額
を
払
い
戻
し
さ
れ
て
い
る
。
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at
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 N
o 

Q
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nf
or

m
at
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R
eq
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d 
R

ep
ly

 
R

em
ar

ks
 

12
 

Po
w

er
 T

ra
ns

m
is

si
on

 L
in

e 
E

xp
an

si
on

 P
la

n 
 

Pl
ea

se
 p

ro
vi

de
 u

s t
he

 la
te

st
 p

la
n 

fo
r t

he
 e

xp
an

si
on

 o
f t

he
 

po
w

er
 tr

an
sm

is
si

on
 li

ne
. (

Lo
ng

 te
rm

 tr
an

sm
is

si
on

 
de

ve
lo

pm
en

t s
tu

di
es

 2
00

3 
– 

20
12

) 

  資
料

3 を
入
手
。

 

 

E
va

lu
at

io
n 

of
 S

ys
te

m
 L

os
s 

 A
cc

or
di

ng
 to

 “
St

at
is

tic
al

 D
ig

es
t 1

99
8”

, s
ys

te
m

 e
ne

rg
y 

lo
ss

 w
as

 
18

.8
1%

, 1
.1

%
 in

cr
ea

se
 fr

om
 p

re
vi

ou
s y

ea
r. 

 
 

(1
) 

W
ha

t 
it 

th
e 

cu
rr

en
t 

st
at

us
? 

 P
le

as
e 

pr
ov

id
e 

us
 t

he
 l

at
es

t 
da

ta
 o

f t
ra

ns
m

is
si

on
 a

nd
 d

is
tri

bu
tio

n 
lo

ss
es

.  
20

03
年

1 月
か
ら

10
月
ま
で
の
合
計
損
失
は
；

 
発
電

=4
1.

61
 G

W
h 

(0
.6

5%
) ，
送
電

=3
09

.5
2 

G
W

h 
(4

.8
7%

) ，
配
電
損
失

=8
83

.5
0 

G
W

h 
(1

3.
90

%
) ，
合
計
損
失

=1
,2

34
.6

3 
G

W
h 

(1
9.

42
%

) 。
 

（
%
は
総
発
電
量
に
対
す

る
割
合
）

 

(2
) 

Is
 a

ny
th

in
g 

co
ns

id
er

ed
 a

s 
a 

m
et

ho
d 

of
 d

ec
re

as
in

g 
th

e 
tra

ns
m

is
si

on
 a

nd
 d

is
tri

bu
tio

n 
lo

ss
es

? 
発
電
・
送
電
損
失
の
低
減
に
つ
い
て
は
、
発
・
変
電
所
の
電
力
取
引
に
か
か
わ
る
メ
ー
タ
ー

及
び
機
器
の
測
定
精
度
の
統
一
と
送
電
線
導
体
を
よ
り
適
切
な
通
電
容
量
を
持
つ
導
体
へ
の

取
替
え
。

 

Tr
an

sm
is

si
on

 P
la

nn
in

g 

13
 

 
配
電
損
失
の
低
減
策
は
、
電
力
量
計
器
の
取
付
け
、
盗
電
防
止
策
の
強
化
。

 
D

is
tri

bu
tio

n 
Pl

an
ni

ng
 

14
 

 
R

ur
al

 E
le

ct
ri

fic
at

io
n 

 H
ou

se
ho

ld
 E

le
ct

rif
ic

at
io

n 
ra

te
 is

 in
di

ca
te

d 
as

 5
2.

4%
 

(e
st

im
at

ed
) i

n 
St

at
is

tic
al

 D
ig

es
t 1

99
8.

 
R

ur
al

 E
le

ct
rif

ic
at

io
n 

Pr
oj

ec
t 4

 st
at

es
 th

at
 “

Th
e 

G
ov

er
nm

en
t o

f 
Sr

i L
an

ka
 c

om
m

itt
ed

 to
 p

ro
vi

de
 e

le
ct

ric
ity

 to
 a

t l
ea

st
 8

0%
 o

f 
th

e 
ho

us
eh

ol
ds

 in
 th

is
 c

ou
nt

ry
 b

ef
or

e 
en

d 
of

 2
00

5”
. 

       

ス
リ
ラ
ン
カ
の
電
化
率
（

H
ou

se
ho

ld
）
は
、
最
新
の
統
計
（

20
02
年
）
で

64
.7
％
で
あ
る
。

5 A
D

B
に
よ
る
と
、
地
方
電
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

19
70
年
代
終
わ
り
か
ら

A
D

B
の
資
金
で
始
ま
り
、

A
D

B
1 、

2 、
3 （

3 は
20

02
年
末
に
終
わ
り
）
、

SI
D

A
 4
、

K
uw

ai
t 5
（

20
04
年
末
終
わ
り
）
、

A
D

B
 6
（

75
％
を

20
04
年
に
終
わ
り
に
し
た
い
）
、

C
hi

na
 7
（
あ
と

2 年
）
と
い
う
順
に
な
っ

て
い
る
。
（
数
字
は
村
落
電
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
通
し
番
号
）

 
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、

A
D

B
が
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
に
ロ
ー
ン
貸
し
付
け
、
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
は

C
EB
に

eq
ui

ty
と
し
て
供
出
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

 
今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

SI
D

A
が
、
C
E
B
の
配
電
線
延
伸
に
よ
る
地
方
電

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
"
R
u
r
a
l
 E
l
e
c
t
r
i
f
i
c
a
t
i
o
n
（
以
下
R
E
）
P
r
o
j
e
c
t
 4
"
を
計
画
中
。
来
年
3

月
に
技
術
者
を
派
遣
し
設
計
レ
ビ
ュ
ー
、
コ
ス
ト
試
算
を
行
っ
た
後
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
国
政

府
と
の
交
渉
に
入
る
予
定
。

 
ま
た
、
U
S
A
I
D
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
、
ネ
パ
ー
ル
、
モ
ル
ジ
ブ
、
ブ
ー
タ

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
5  

CE
B,

 S
ta

tis
tic

al
 D

ig
es

t 2
00

2 
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o 

Q
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st
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nf
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m
at
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n 

R
eq
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re

d 
R

ep
ly

 
R

em
ar

ks
 

    

ン
R
e
g
i
o
n
a
l
 
E
n
e
r
g
y
 
P
r
o
g
r
a
m
：
S
o
u
t
h
 
A
s
i
a
 
R
e
g
i
o
n
a
l
 
E
n
e
r
g
y
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

（
風
況
、
太
陽
光
、
小
水
力
等
）
の
資
源
分
布
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

 

 

(1
) 

W
e 

w
ou

ld
 li

ke
 to

 k
no

w
 th

e 
ba

ck
gr

ou
nd

 o
f y

ou
r p

la
n 

of
 

80
%

 b
ef

or
e 

20
05

. 
 H

ow
 is

 th
e 

cu
rr

en
t s

ta
tu

s o
f P

ro
je

ct
 ?

 
(2

) 
Pl

ea
se

 p
ro

vi
de

 u
s w

ith
 th

e 
la

te
st

 sc
he

du
le

/p
la

n 
fo

r t
he

 
ru

ra
l e

le
ct

rif
ic

at
io

n.
 

(3
) 

A
re

 y
ou

 c
on

si
de

rin
g 

th
e 

us
e 

of
 re

ne
w

ab
le

 e
ne

rg
y 

in
 th

e 
ru

ra
l e

le
ct

rif
ic

at
io

n 
pl

an
? 

(4
) 

Pl
ea

se
 in

fo
rm

 o
f t

he
 b

ud
ge

t s
itu

at
io

n 
to

 lo
ca

l 
el

ec
tri

fic
at

io
n.

 

(
1
)
A
D
B
の
予
算
に
よ
り
地
方
電
化
が
進
行
中
。
A
D
B
の
基
準
で
対
象
村
を
選
定
し
、
C
E
B
が
調

査
を
実
施
し
た
。
6
0
0
村
程
度
が
選
定
さ
れ
た
。
C
E
B
は
G
r
i
d
 E
x
t
e
n
s
i
o
n
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
展
開
し
て
い
る
。
 

(
2
)
分
社
後
を
対
象
に
A
D
B
は
7
0
m
i
l
i
o
n
 U
S
$
の
予
算
で
地
方
化
電
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
多
数

の
ス
キ
ー
ム
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
2
0
0
3
年
か
ら
T
A
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が

遅
延
気
味
で
あ
る
。
 

(
3
)
U
S
A
I
D
に
よ
っ
て
、
風
力
、
太
陽
光
、
小
水
力
の
資
源
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
既
に
3
M
W

の
風
力
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
運
転
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
世
銀
が
太
陽
光
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
予
定
。
 

(
4
)
地
方
電
化
は
、
収
益
分
だ
け
で
投
資
分
の
採
算
を
取
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
政
府
や
ド
ナ

ー
に
よ
る
補
助
や
支
援
が
必
要
で
あ
ろ
う
（
A
D
B
）
。

 

 

Po
w

er
 se

ct
or

 r
ef

or
m

 
 

 

(1
) 

In
vo

lv
em

en
t/a

ct
io

ns
 o

f C
EB

 in
 te

rm
s o

f E
le

ct
ric

ity
 

R
ef

or
m

 A
ct

, N
o.

 2
8 

of
 2

00
2 

an
d 

ot
he

r r
ef

or
m

 p
ro

ce
ss

. 
電
力
セ
ク
タ
ー
改
革
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
主
導
し
て
進
め
て
お
り
、
C
E
B
は
政
府
の
命
に
応

じ
て
改
革
を
実
施
し
て
い
る
。
自
ら
の
組
織
の
分
割
と
い
う
、
財
務
的
に
も
HR
の
面
か
ら
も

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
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(2
) 

U
nb

un
dl

in
g 

of
 C

EB
 

 
1)

 
Pr

og
re

ss
 m

ad
e 

so
 fa

r r
eg

ar
di

ng
 “

R
eo

rg
an

iz
at

io
n 

Sc
he

m
e”

 w
ho

se
 2

nd
 d

ra
ft 

w
as

 is
su

ed
 in

 Ju
ne

 2
00

3 
 

2)
 

A
ct

io
n 

pl
an

s f
or

 c
or

po
ra

te
 re

gi
st

er
 a

nd
 se

le
ct

io
n 

of
 

th
e 

bo
ar

d 
m

em
be

rs
 

 
3)

 
A

ct
io

n 
pl

an
s r

eg
ar

di
ng

 li
ce

ns
e 

ap
pl

ic
at

io
n 

to
 P

U
C

SL
 

(r
e-

ap
pl

y 
to

 P
U

C
 o

r t
ak

e 
ad

va
nt

ag
e 

of
 d

ee
m

in
g 

lic
en

se
 o

f t
w

o 
ye

ar
 p

ro
vi

si
on

) 
 

4)
 

St
at

us
 o

f M
an

ag
em

en
t A

dv
is

or
y 

C
om

m
itt

ee
 (M

A
C

) 
 

5)
 

Pr
og

re
ss

 o
n 

fo
rm

ul
at

in
g 

St
at

em
en

t o
f C

or
po

ra
te

 
In

te
nt

 (S
C

I)
. 

C
E
B
の
分
社
化
自
体
完
了
し
て
い
な
い
。
複
数
の
現
地
関
係
者
は
選
挙
が
終
わ
る
ま
で
（
20
0
4

年
6
月
頃
）
具
体
的
な
動
き
は
期
待
で
き
な
い
と
予
測
し
て
い
る
。
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R
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R
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ks
 

 
6)

 
Pr

og
re

ss
 o

n 
fo

rm
ul

at
in

g 
Pr

oc
ur

em
en

t G
ui

de
lin

es
 

(R
eq

ui
re

m
en

t o
f J

B
IC

 lo
an

) 
 

7)
 

Pr
og

re
ss

 o
n 

fo
rm

ul
at

in
g 

lif
e-

lin
e 

ta
rif

f g
ui

de
lin

e 
(R

eq
ui

re
m

en
t o

f J
B

IC
 lo

an
) 

 
8)

 
A

ct
io

n 
pl

an
s f

or
 re

al
lo

ca
tio

n 
of

 th
e 

em
pl

oy
ee

s, 
or

ga
ni

za
tio

na
l c

ha
ng

e 
m

an
ag

em
en

t, 
re

la
tio

ns
hi

p 
w

ith
 

th
e 

La
bo

r U
ni

on
, e

tc
. 

 

 
 

(3
) 

In
vo

lv
em

en
t/a

ct
io

ns
 o

f C
EB

 re
ga

rd
in

g 
Sh

ad
ow

 O
pe

ra
tio

n 
an

d 
its

 p
ro

gr
es

s. 
 

シ
ャ
ド
ウ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
 

 
 

(4
) 

U
nb

un
dl

in
g 

an
d 

m
ea

su
re

 to
 e

ns
ur

e 
po

w
er

 su
pp

ly
 st

ab
ili

ty
 

/q
ua

lit
y 

 
1)

 
C

oo
rd

in
at

io
n/

st
an

da
rd

iz
at

io
n 

am
on

g 
TR

A
N

SC
O

 a
nd

 
D

IS
C

O
s i

n 
te

ch
ni

ca
l t

er
m

s 
 

2)
 

C
oo

rd
in

at
io

n/
st

an
da

rd
iz

at
io

n 
am

on
g 

TR
A

N
SC

O
 a

nd
 

D
IS

C
O

s i
n 

in
st

itu
tio

na
l t

er
m

s 

C
E
B
分
社
化
が
完
了
し
て
い
な
い
た
め
、
本
質
問
は
無
効
。
 

 

 

(5
) 

O
th

er
 a

ct
io

n 
pl

an
s r

eg
ar

di
ng

 p
ow

er
 se

ct
or

 re
fo

rm
 

特
に
な
し
。
 

 

16
 

 
Fi

na
nc

ia
l i

nf
or

m
at

io
n

 (1
) 

R
ec

en
t f

in
an

ci
al

 st
at

em
en

ts
 (Y

ea
r e

nd
ed

 3
1 

D
ec

em
be

r 
20

02
 is

 a
lre

ad
y 

ob
ta

in
ed

. 
 I

nf
or

m
at

io
n 

on
 F

Y
 2

00
3 

is
 

re
qu

ire
d,

 if
 a

va
ila

bl
e.

) 
 

(2
) 

Ex
pl

an
at

io
n/

C
om

m
en

ts
/C

ha
ra

ct
er

is
tic

s o
f r

ec
en

t f
in

an
ci

al
 

st
at

us
 o

f C
EB

 

C
E
B
電
力
料
金
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
電
力
料
金
に
つ
い
て
以
下
の
回
答
を
得
た
。
 

 

料
金
作
成
の
p
r
o
c
e
d
u
r
e
は
以
下
の
通
り
 

財
務
部
門
が
必
要
予
算
額
作
成
→
料
金
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
で
出
す
。
 

→
C
E
B
の
B
o
a
r
d
 
o
f
 
D
i
r
e
c
t
o
r
が
A
p
p
r
o
v
a
l
 

→
M
P
E
が
承
認
→
C
a
b
i
n
e
t
が
承
認
、
だ
め
な
時
点
で
振
り
出
し
に
戻
る
。
 

R
e
s
i
d
e
n
t
i
a
l
、
R
e
l
i
g
i
o
u
s
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
政
治
的
な
理
由
か
ら
料
金
を
上
げ
ら
れ

な
い
。
 

P
e
a
k
時
間
帯
の
料
金
需
要
を
減
ら
す
た
め
に
も
っ
と
上
げ
た
い
が
上
げ
ら
れ
な
い
。

大
口
ユ
ー
ザ
ー
が
最
も
p
r
i
c
e
-
s
e
n
s
i
t
i
v
e
で
あ
る
。
 

R
e
f
o
r
m
 
o
f
f
i
c
e
は
今
、
G
-
T
、
T
-
A
の
間
の
P
P
A
を
作
成
し
て
い
る
。
 

 入
手
資
料
：
電
力
料
金
テ
ー
ブ
ル

 
 ま
た
、
C
E
B
財
務
部
門
の
代
表
者
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。
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R
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R
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R

em
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財
務
部
門
も
電
力
セ
ク
タ
ー
改
革
に
あ
わ
せ
て
9
つ
の
会
社
に
振
り
分
け
ら
れ
る
。
す

べ
て
が
独
立
し
た
会
社
の
中
の
部
門
で
あ
り
、
財
務
を
1
ヶ
所
で
統
括
す
る
と
こ
ろ
は

な
い
。
 

（
G
1
、
T
1
、
D
5
、
2
つ
の
p
r
o
j
e
c
t
）
 

L
E
C
O
の
分
割
を
ど
う
す
る
か
が
一
番
も
め
て
い
る
（
労
働
組
合
問
題
）
。
 

資
金
負
債
管
理
会
社
を
作
る
構
想
は
内
部
文
書
で
は
あ
る
。
カ
ナ
ダ
の
A
c
r
e
s
 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
と
い
う
会
社
が
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
る
。
 

資
産
の
切
り
売
り
も
構
想
に
は
あ
る
が
、
労
働
組
合
の
反
対
が
予
想
さ
れ
る
の
で
ま

だ
表
に
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
 

資
産
の
分
割
は
割
合
簡
単
で
、
送
電
線
は
す
べ
て
送
電
会
社
に
い
く
。
 

あ
と
2
年
は
料
金
は
上
が
ら
な
い
。
 

新
体
制
は
2
0
0
4
年
4
月
1
日
か
ら
始
ま
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
 

A
D
B
/
J
B
I
C
そ
れ
ぞ
れ
が
ロ
ー
ン
を
貸
し
出
す
。
 

C
o
n
d
i
t
i
o
n
a
l
i
t
y
を
設
け
て
お
り
、
M
O
U
も
ま
だ
サ
イ
ン
さ
れ
て
い
な
い
。

 
6
0
 
b
i
l
l
i
o
n
 
R
p
の
負
債
の
う
ち
2
5
 
b
i
l
l
i
o
n
 
R
p
は
w
r
i
t
e
-
o
f
f
さ
れ
る
。
 

4
2
 
b
i
l
l
i
o
n
 
F
or
e
ig
n
 l
oa
n、
AD
B
25
 b
i
ll
io
n 
Rp
（
Re
s
tr
uc
tu
r
in
g
 l
oa
n）

1
1
 
b
i
l
l
i
o
n
 
P
e
o
p
l
e
 
B
a
n
k
（
短
期
債
務
）
 

1
.
5
 
b
i
l
l
i
o
n
 
O
t
h
e
r
s
 

4
 
b
i
l
l
i
o
n
 
T
r
e
a
s
u
r
y
 
L
o
a
n
へ
の
借
金
 
U
n
s
e
t
t
l
e
d
 
l
o
n
g
 
t
e
r
m
 
d
e
b
t

毎
年
4
0
0
 m
i
l
l
i
o
n
 R
p
/
月
の
赤
字
が
出
る
。
こ
れ
に
は
負
債
の
元
本
、
金
利
、
O
&
M

費
用
で
あ
り
、
こ
れ
は
年
間
だ
と
5
 
b
i
l
l
i
o
n
 
R
p
/
年
に
な
る
。
 

こ
の
赤
字
分
へ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
ソ
ー
ス
が
全
く
で
き
て
い
な
い
。
 

発
電
コ
ス
ト
は
8
R
p
（
6
.
5
R
p
の
コ
ス
ト
に
2
0
％
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テ
ム
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ス
を
入
れ
て
計
算
し

て
い
る
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部
署
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I
P
P
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契
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を
行
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て
い
る
（
P
P
A
 
A
g
r
e
e
m
e
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t
の
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ェ
ッ
ク
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・
I
P
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者
に
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B
O
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A
g
r
e
e
m
e
n
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（
こ
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は
T
a
x
 
C
o
n
c
e
s
s
i
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も
含
ま
れ
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。
T
a
x
に
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r
p
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r
a
t
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T
a
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p
u
t
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a
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が
あ
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。
）
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p
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A
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。
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供
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p
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。
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r
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I
n
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m
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の
D
i
r
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c
t
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r
と
合
う
の
が
よ
い
。
 

・
P
P
A
の
標
準
契
約
は
あ
り
。
 

・
I
P
P
と
の
契
約
で
特
段
問
題
点
は
生
じ
て
い
な
い
。
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C
E
B
分
社
化
が
完
了
し
て
い
な
い
た
め
、
本
質
問
は
無
効
。
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で
は
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中
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N
O
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水
噴
射
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し
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排
出
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て
い
る
。

C
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で
は
一
部
の
発
電
機
の
排
出
ガ
ス
中
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N
O
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M
や
排
水
中
の
温

度
、

pH
、

SS
、

B
O

D
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C
O

D
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
発
電
機
に
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し
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C
EA
傘
下
の
機
関
に
よ
り
排
出
ガ
ス
（

SO
2、

N
O

x、
SP

M
）
、
排
水
の
分
析
が
定
期
的
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実
施
さ
れ
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の
分
析
結
果
が
公
式
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数
値
と
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C
EA
に
報
告
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い
る
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新
た
な
技

術
協
力
分
野
は
な
い
。
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 to
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現
在
、
ド
ラ
フ
ト
レ
ポ
ー
ト
の
不
足
部
分
を
追
加
す
る
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
２
月
下
旬
に

は
フ
ァ
イ
ナ
ル
レ
ポ
ー
ト
が
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
ド
ラ
フ
ト

EI
A
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

C
EA
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
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C
E
B
分
社
化
が
完
了
し
て
い
な
い
た
め
、
本
質
問
は
無
効
。
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分
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が
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し
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無
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。
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が
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了
し
て
い
な
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め
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。
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p
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P
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の
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調

融
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上
で
入
手
可
能
な
も
の
を
入
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ct

s i
n 

th
e 

po
w

er
 se

ct
or

 a
nd

 e
xp

ec
te

d 
ro

le
 o

f 
A

D
B

 
(4

) 
R

ec
om

m
en

da
tio

ns
 a

dd
re

ss
ed

 to
 th

e 
go

ve
rn

m
en

t a
nd

 h
ow

 
th

ey
 w

er
e 

re
ce

iv
ed

 
(5

) 
Is

su
es

 th
at

 m
ig

ht
 c

on
ce

rn
 A

D
B

 in
 te

rm
s o

f p
ow

er
 se

ct
or

 
re

st
ru

ct
ur

in
g 

pr
oc

es
s 

(6
) 

Ex
pe

ct
at

io
n 

to
 o

r c
oo

pe
ra

tio
n 

po
te

nt
ia

l w
ith

 J
IC

A
, J

B
IC

, 
an

d/
or

 o
th

er
 J

ap
an

es
e 

ai
d 

ag
en

ci
es

 i
n 

te
rm

s 
of

 p
ow

er
 

se
ct

or
 p

ro
je

ct
s 

1
.
 A
D
B
の
活
動
 

①
 電
力
関
係
で
こ
の
国
の
問
題
点
は
、
発
電
計
画
は
つ
く
ら
れ
る
も
の
の
そ
の
後
の
フ
ォ

ロ
ー
が
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
 

②
 A
DB
で
も
En
er
gy
 S
ec
to
r 
Ma
st
e
r
 P
l
a
n
を
作
成
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
の
コ
ン
フ
リ

ク
ト
が
ど
う
な
る
の
か
。
E
n
e
r
g
y
 
S
e
c
t
o
r
 
M
a
s
t
e
r
 
P
l
a
n
で
は
、
電
力
を
最
重
視
し

て
い
る
。
1
5
-
2
0
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
想
定
を
行
う
予
定
。
 

③
 P
P
T
（
R
u
r
a
l
 E
l
e
c
t
r
i
f
i
c
a
t
i
o
n
）
基
幹
送
電
線
の
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
後
の

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
ま
だ
で
あ
る
。
 

短
期
で
の
電
力
対
応
が
重
要
で
あ
り
、
渇
水
期
に
は
火
力
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま

た
料
金
が
高
く
な
る
。
 

C
A
A
R
P
（
C
o
n
f
l
i
c
t
e
d
 A
f
f
e
c
t
e
d
 A
r
e
a
 R
e
h
a
b
i
l
i
t
a
t
i
o
n
 P
r
o
j
e
c
t
）
で
は
4
つ
の
コ
ン

ポ
ー
ネ
ン
ト
（
道
路
電
力
、
村
落
開
発
、
シ
ャ
ナ
ナ
へ
の
水
貸
？
）
、
送
電
（
ハ
リ
ナ
ッ

ト
と
キ
リ
ノ
ッ
チ
）
で
2
5
 
m
i
l
l
i
o
n
 
U
S
$
 

J
B
I
C
が
協
調
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す
る
と
村
落
開
発
、
配
電
網
あ
わ
せ
て
5
0
 
m
i
l
l
i
o
n
 
U
S
$
 

C
A
A
R
P
（
C
o
n
f
l
i
c
t
 
A
f
f
e
c
t
e
d
 
A
r
e
a
 
R
e
h
a
b
i
l
i
t
a
t
i
o
n
 
P
r
o
j
e
c
t
s
）
に
は
、
総
額
5
0
M

ド
ル
以
上
、
送
電
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
3
0
Mド
ル
(
内
7
5
％
は
建
設
費
)
を
計
上
し
て
い

る
。
 

 2
.
 電
力
改
革
 

昨
年
電
力
セ
ク
タ
ー
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ポ
ー
ト
（
J
B
I
C
と
の
協
調
融
資
、
T
a
s
k
 
F
o
r
c
e
 

M
a
s
t
e
r
 
P
l
a
n
 
f
o
r
 
P
o
w
e
r
 
S
e
c
t
o
r
）
を
作
成
し
た
が
、
実
際
の
機
構
改
革
は
進
ん
で
い

な
い
。
 

U
S
$
に
よ
る
U
n
b
u
n
d
l
i
n
g
会
社
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
T
r
a
n
s
i
t
の
期
間
（
特
に
選
挙
前
）
で

何
も
前
に
進
ん
で
い
な
い
。
 

3
0
 
m
i
l
l
i
o
n
 
U
S
$
の
T
r
a
n
c
h
e
も
6
ヶ
月
前
は
2
0
0
4
年
3
月
末
で
あ
っ
た
が
、
現
時
点
で
は

2
0
0
4
年
6
月
以
降
に
な
る
。
 

選
挙
が
終
わ
る
ま
で
は
C
a
b
i
n
e
t
は
何
も
d
e
c
i
s
i
o
n
で
き
な
い
と
い
う
の
が
実
際
で
あ
る
。

従
っ
て
6
月
ま
で
は
動
き
は
な
い
。
 

O
C
R
（
O
r
d
i
n
a
r
y
 C
a
p
i
t
a
l
 R
e
s
o
u
r
c
e
,
 C
o
n
f
e
s
s
i
o
n
a
l
な
A
D
B
の
資
金
）
も
ま
だ
C
a
b
i
n
e
t

の
A
p
p
r
o
v
a
l
が
な
く
て
サ
イ
ン
し
て
い
な
い
。
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・
I
P
P
が
産
業
用
の
大
口
ユ
ー
ザ
ー
を
囲
い
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
は
問
題
で
あ
る
。
 

・
村
落
電
化
で
6
0
0
R
u
r
a
l
 
E
l
e
c
t
r
i
f
i
c
a
t
i
o
n
（
R
E
）
ス
キ
ー
ム
と
い
う
の
が
あ
る
。
 

こ
れ
は
C
E
B
が
6
0
0
の
村
落
を
ノ
ミ
ネ
ー
ト
し
、
A
D
B
の
c
r
i
t
e
r
i
a
で
合
う
も
の
を
選
ぶ
も

の
で
あ
る
。
 

・
コ
ベ
ナ
ン
ツ
は
1
つ
も
す
す
ん
で
い
な
い
。
 

2
n
d
 
T
r
e
n
c
h
 
r
e
l
e
a
s
e
（
2
0
0
3
年
末
）
。
 

 3
.
 地
方
電
化
 

電
化
率
は
6
3
％
で
、
こ
れ
は
全
H
o
u
s
e
h
o
l
d
に
対
す
る
戸
数
ベ
ー
ス
の
数
字
で
あ
る
。
 

1
9
7
0
年
代
終
わ
り
か
ら
A
D
B
の
資
金
で
始
ま
り
、
AD
B
1
、
2
、
3（
3
は
2
0
0
2
年
末
に
終
わ
り
）
、

S
I
D
A
 4
、
K
u
w
a
i
t
 5
（
2
0
0
4
年
末
終
わ
り
）
、
A
D
B
 6
（
7
5
％
を
2
0
0
4
年
に
終
わ
り
に
し
た

い
）
、
C
h
i
n
a
 
7
（
あ
と
2
年
）
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。
（
数
字
は
村
落
電
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
通
し
番
号
）
A
D
B
は
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
に
貸
し
付
け
、
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
は
C
E
B

に
e
q
u
i
t
y
と
し
て
供
出
す
る
。
 

A
D
B
の
ロ
ー
ン
は
f
o
r
e
i
g
n
 m
a
t
e
r
i
a
l
 p
a
r
t
部
分
と
若
干
の
l
o
c
a
l
 e
x
p
e
n
d
i
t
u
r
e
を
賄
い
、

残
り
は
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
か
ら
支
援
に
な
る
。
 

A
D
B
の
p
r
o
c
u
r
e
m
e
n
t
は
A
D
B
の
I
C
B
（
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 C
o
m
p
e
t
i
t
i
v
e
 B
i
d
d
i
n
g
）
に
よ
る

も
の
が
A
l
l
 
t
u
r
n
 
k
e
y
 
c
o
n
t
r
a
c
t
s
で
あ
る
。
個
別
の
p
r
o
v
i
n
c
e
ご
と
に
行
わ
れ
る
。
 

S
I
D
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
5
0
％
が
t
i
e
d
な
の
で
（
高
く
な
る
た
め
）
今
、
N
e
g
o
中
で
あ
る
。

中
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
T
u
r
n
 
K
e
y
 
B
a
s
e
で
C
o
n
t
r
a
c
t
o
r
は
中
国
の
業
者
に
な
る
。
4
つ

の
地
域
（
R1
、
2、
3、
4）
に
均
等
に
分
散
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
C
E
B
が
d
o
c
u
m
e
n
t

を
作
成
す
る
。
 

W
B
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ソ
ー
ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
D
F
C
C
 B
a
n
k
を
通
じ
て
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ

れ
る
。
 

C
E
B
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
G
r
i
d
 
E
x
t
e
n
s
i
o
n
の
み
で
あ
る
。
 

改
革
後
は
各
個
別
配
電
会
社
が
行
う
こ
と
に
な
る
が
詳
細
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
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R
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自
家
発
デ
ィ
ー
ゼ
ル
は
あ
り
、
C
E
B
が
差
損
分
を
補
填
し
て
い
る
。
 

 
A
D
B
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
 

                

こ
の
1
つ
の
村
は
パ
タ
ー
ン
が
6
3
0
あ
り
、
こ
れ
は
C
E
B
が
選
択
し
た
。
A
D
B
は
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
し
て
E
I
R
R
 
1
2
％
を
要
求
し
て
い
る
。
 

ス
リ
ラ
ン
カ
の
1
1
の
省
（
pr
o
vi
n
ce
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
D
G
M
が
あ
り
、
そ
の
下
に
Co
m
m
e
r
c
i
a
l 

E
n
g
i
n
e
e
r
が
い
て
、
そ
の
計
算
を
行
う
。
 

 

4
.
送
配
電
分
野
の
投
資
に
つ
い
て
は
、
5
つ
の
送
配
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
予
定
し
て
お
り
、
電

力
供
給
信
頼
度
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
。
地
方
電
化
に
つ
い
て
は
、
7
0
M
U
S
$
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
ロ
ー
ン
を
組
む
予
定
で
あ
り
、
多
数
の
ス
キ
ー
ム
を
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
基
本
的
に
、

地
方
電
化
に
つ
い
て
は
収
益
向
上
分
だ
け
で
は
投
資
回
収
は
難
し
く
、
何
ら
か
の
補
助
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
20
05
年
以
降
に
予
定
し
て
い
る
地
方
電
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
の

T
A
を
、
2
0
0
3
、
2
0
0
4
年
に
行
う
予
定
で
あ
る
が
、
遅
延
気
味
で
あ
る
。
 

 

 
 

Tr
an

sf
or

m
er

 (T
/S

) 

33
kv

 H
T 

L/
V

L/
V

L/
V 20

0の
cu

st
om

er
 

1-
2k

m
 

T/
F～

10
0/

16
0 

K
V

A
 

5-
6 

K
V

A
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 X
. 

 T
o 

W
or

ld
 B

an
k 

 
N

o
Q

ue
st

io
nn

ai
re

/I
nf
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m

at
io

n 
R

eq
ui

re
d 

R
ep

ly
 

R
em

ar
ks

 
25

 
D

at
a/

In
fo

rm
at

io
n/

R
ep

or
ts

 re
qu

ire
d 

(1
) 

A
va

ila
bl

e 
re

po
rts

 
on

 
on

go
in

g 
pr

oj
ec

ts
; 

“E
co

no
m

ic
 

R
ef

or
m

 T
ec

hn
ic

al
 A

ss
is

ta
nc

e 
Pr

oj
ec

t”
 

(2
) 

C
ou

nt
ry

 
A

ss
is

ta
nc

e 
St

ra
te

gy
, 

A
pr

il 
20

03
 

(A
lre

ad
y 

ob
ta

in
ed

 th
ro

ug
h 

W
eb

) 

入
手
資
料

 
1)

C
ou

nt
ry

 A
ss

is
ta

nc
e 

St
ra

te
gy

 2
00

3-
20

06
 

2)
C

ou
nt

ry
 F

in
an

ci
al

 A
cc

ou
nt

ab
ili

ty
 A

ss
es

sm
en

t S
tu

dy
 

 

26
 

(1
) 

Pr
og

re
ss

 o
f “

Ec
on

om
ic

 R
ef

or
m

 T
ec

hn
ic

al
 A

ss
is

ta
nc

e 
Pr

oj
ec

t”
 (C

ap
ac

ity
 B

ui
ld

in
g 

fo
r P

U
B

 ) 
(2

) 
Fu

tu
re

 P
ro

je
ct

s i
n 

th
e 

po
w

er
 se

ct
or

 
(3

) 
R

ec
om

m
en

da
tio

ns
 a

dd
re

ss
ed

 to
 th

e 
go

ve
rn

m
en

t a
nd

 h
ow

 
th

ey
 w

er
e 

re
ce

iv
ed

 
(4

) 
Is

su
es

 th
at

 m
ig

ht
 c

on
ce

rn
 W

B
 in

 te
rm

s o
f p

ow
er

 se
ct

or
 

re
st

ru
ct

ur
in

g 
pr

oc
es

s 
(5

) 
Ex

pe
ct

at
io

n 
to

 o
r c

oo
pe

ra
tio

n 
po

te
nt

ia
l w

ith
 JI

C
A

, J
B

IC
, 

an
d/

or
 o

th
er

 Ja
pa

ne
se

 a
id

 a
ge

nc
ie

s i
n 

te
rm

s o
f p

ow
er

 
se

ct
or

 p
ro

je
ct

s 

世
銀
は

Ec
on

om
ic

 R
ef

or
m

 T
ec

hn
ic

al
 A

ss
is

ta
nc

e 
Pr

oj
ec

t 
を
実
施
し
、
電
力
、
水
、
道
路

な
ど
の
基
本
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
、

Te
ch

ni
ca

l A
ss

is
ta

nc
e（
技
術
的
コ
ン
サ
ル
）
の
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
。

 
世
銀
は
電
力
で
も

R
eg

ul
at

or
y 

Is
su

eを
担
当
し
、

A
D

B
が

Te
ch

ni
ca

l I
ss

ue
で

le
ga

l I
ss

ue
を

担
当
し
て
い
る
。

ER
TA

IZ
TA
な
の
で

15
m

ill
io

n 
U

S$
の
予
算
規
模
。

 
世
銀
は

PI
PU
（

Pu
bl

ic
 In

te
re

st
 P

ro
je

ct
 U

ni
t）
を
つ
く
り
、
電
力
を
含
む
イ
ン
フ
ラ
案
件

を
支
援
し
て
い
る
。

 
PI

PU
に
は
世
銀
か
ら

8-
10
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
、
こ
の
う
ち

5人
ほ
ど
を

PI
PU
（
ワ
ー
ル

ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
）
事
務
所
に
派
遣
し
て
い
る
。

 
 
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

 
O

n-
gr

id
、

of
f-

gr
id
含
め
、
民
間
投
資
の
促
進
を
中
心
に
し
て
い
る
。
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4. JICA 環境社会配慮ガイドライン（案）よる環境スク

リーニング（プロジェクト形成調査段階） 

 

スクリーニング様式 

 

案件名：スリランカ電力セクターマスタープラン調査  

 

事業実施機関：Ceylon Electricity Board 

 

記入責任者の氏名、所属･役職名、組織名、連絡先 

名前： Mr. Ranjit F. Fonseka 

所属･役職名： Additional General Manager, Transmission 

組織名： Ceylon Electricity Board 

TEL： (94) 1-324842 

FAX： (94) 1-348587 

E-Mail： trplan@slt.lk 

記入日：  

署名：  

 

チェック項目 

 

質問１．プロジェクトサイトの住所 

スリランカ国全域 

 

質問２．プロジェクトの内容 

発電と送電システムの長期計画（10～15 年）に係るマスタープラン調査である。

ただし、マスタープランの中では現在のスリランカ国の電力不足に対処する短期

対策（２～３年）の検討および中期計画も含まれる。 

 

質問３．プロジェクトは、新規に開始するものですか、既に実施しているものですか ？
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既に実施しているものの場合、現地住民より強い苦情等を受けたことがありますか？ 

■新規  □既往(苦情あり)  □既往(苦情なし)  □その他（ ） 

 

質問４．プロジェクトに関して、環境影響評価(EIA、IEE 等)は制度上必要ですか？必要な

場合、実施または計画されていますか？ 

要(□実施済み、□実施中、□計画中、□計画なし)  ■不要  □その他 

（マスタープラン段階では環境影響評価は制度上必要ない） 

（法律またはガイドラインの名称：National Environmental Act, Guidance for 

Implementing the Environmental Impact Assessment Process No1, No.2 ） 

 

質問５．事業対象地内または周辺域に以下に示す｢影響を受けやすい地域がありますか？ 

■YES □NO 

 

YES の場合、該当するものをマークしてください。 

■国立公園、国指定の保護対象地域(国指定の海岸地域、湿地、少数民族･先住

民族のための地域、文化遺産等) 

■原生林、熱帯の自然林 

■生態学的に重要な生息地(サンゴ礁、マングローブ湿地、干潟等) 

■国内法、国際条約等において保護が必要とされる貴重種の生息地 

□大規模な塩類集積あるいは土壌浸食の発生する恐れのある地域 

□砂漠化傾向の著しい地域 

■考古学的、歴史的、文化的に固有の価値を有する地域 

■少数民族あるいは先住民族、伝統的な生活様式を持つ遊牧民の人々の生活区

域、もしくは特別な社会的価値のある地域 

 

質問６．プロジェクトは環境社会影響を及ぼしますか？ 

■YES □NO 

理由：マスタープランの中に送電線拡張計画、火力発電所建設計画など潜在的

に環境社会影響を及ぼすプロジェクトが含まれる可能性がある。 
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質問 5 と質問 6 が NO の場合、以降の質問に答えていただく必要はありません。その他の

場合は、以降の質問にお答えください。 

 

質問７．緊急性の高いプロジェクトに該当しますか？ 

■YES □NO 

理由：現在の電力供給は非常に緊迫した状態であり、北部・東部地区への送電

も緊急性の高い課題である。 

 

質問８．以下に掲げるセクターに該当するプロジェクトですか？ 

■YES □NO 

 

YES の場合、該当するセクターをマークしてください。 

□鉱業開発 

□工業開発 

■火力発電(地熱含む) 

■水力発電、ダム、貯水池 

□河川･砂防 

■送変電･配電 

□道路、鉄道、橋梁 

□空港 

□港湾 

□上水道、下水･廃水処理 

□廃棄物処理･処分 

□農業(大規模な開墾、灌漑を伴うもの) 

□林業 

□観光 

 

質問９．関係する環境社会影響をマークしてください。 

■大気汚染 

■水質汚濁 
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□土壌汚染 

□廃棄物 

■騒音･振動 

□地盤沈下 

□悪臭 

□底質 

■生物･生態系 

■水利用 

□事故 

■温室効果ガス 

□地形・地質 

■非自発的住民移転 

■雇用や生計手段等の地域経済 

□土地利用や地域資源利用 

□社会関係資本や地域の意思決定機関等の社会組織 

□既存の社会インフラや社会サービス 

■貧困層･先住民族･少数民族 

■被害と便益の分配や開発プロセスにおける公平性 

□ジェンダー 

□子どもの権利 

■文化遺産 

■地域における利害の対立 

□HIV/AIDS 等の感染症 

 

質問１０．プロジェクトにおいて以下に示す要素が予定されていますか？ 

YES □NO 

 

YES の場合、該当するものをマークしてください。 

■非自発的住民移転(規模：未定) 

□地下水揚水(規模： m3／年) 

■
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□埋立、土地造成、開墾(規模： ha) 

■森林伐採(規模：未定) 

 

質問１１．環境影響評価が既に実施されている場合、環境影響評価は環境影響評価制度に

基づき審査･承認を受けていますか？既に承認されている場合、承認年月日、承

認機関について記載してください。 

□承認済み(附帯条件なし)  □承認済み(附帯条件あり)  □審査中 

■手続きを開始していない  □その他（ ） 

（承認年月日：  承認機関：  ） 

 

質問１２．環境影響評価以外の環境や社会面に関する許認可が必要な場合、その許認可名

を記載してください。 

□取得済み  □取得必要だが未取得  ■取得不要  □その他（ ） 

(許認可名：  ) 

 

質問１３．環境社会配慮が必要な場合、ステークホルダーへの情報提供や協議を行うこと

は可能ですか？ 

■YES □NO 

 

質問１４．環境社会配慮が必要な場合、JICA が要請書を情報公開することは可能ですか？ 

■YES □NO 

 

質問１５．プロジェクトの規模（概略開発面積、施設面積、生産量、発電量、距離等）に

ついて記入してください。 

プロジェクトの規模については未定である。送電線拡張計画、火力発電所建

設計画、既存水力発電所改修計画などがマスタープランに含まれると考えら

れる。 

 

留意事項 

本スクリーニング結果は、マスタープランの中に送電線拡張計画や火力発電所建設計画
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といった潜在的に大きな環境影響をもつプロジェクトが含まれることを想定し、CEB の環

境担当者や CEA の EIA 担当者とのインタビュー結果および関連既存資料を基に作成された

ものである。したがって、プロジェクトの内容がより具体化する次回の調査（予備調査）

段階で２回目のスクリーニングを行い、本プロジェクトのカテゴリ分類について検討する

必要がある。 
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